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は
じ
め
に
第
一
章　
米
政
権
交
代
と
対
北
朝
鮮
政
策
の
不
連
続
　
（
１
）　
ク
リ
ン
ト
ン
関
与
政
策
の
到
達
点
　
（
２
）　
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
政
策
見
直
し
第
二
章　
「
強
硬
関
与
」
理
論
の
構
築
　
（
１
）　
９
・　
テ
ロ
と
「
悪
の
枢
軸
」
へ
の
組
み
込
み
１１
　
（
２
）　
不
信
の
論
理
―
ビ
ク
タ
ー
・
チ
ャ
論
文
第
三
章　
「
強
硬
関
与
」
政
策
の
展
開
と
平
壌
の
反
発
　
（
１
）　
米
朝
高
官
協
議
の
遅
延
　
（
２
）　
南
北
、
日
朝
関
係
改
善
の
対
米
衝
撃
　
（
３
）　
濃
縮
ウ
ラ
ン
計
画
疑
惑
の
追
及
第
四
章　
第
二
の
核
危
機
―「
強
硬
関
与
」
の
結
末
「
第
二
の
北
朝
鮮
核
危
機
」
と
米
外
交
（
菱
木
） 
三
一
（　
　
　
）
三
一
「
第
二
の
北
朝
鮮
核
危
機
」
と
米
外
交
―
―
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
（
第
一
期
）
の
「
強
硬
関
与
」
政
策
に
関
す
る
考
察
―
―
菱　
　
木　
　
一　
　
美
　
（
１
）　
重
油
提
供
の
中
断
　
（
２
）　
Ｎ
Ｐ
Ｔ
即
時
脱
退
　
（
３
）　
六
カ
国
協
議
―
新
た
な
攻
防
お
わ
り
に
は
じ
め
に
　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
の
核
兵
器
開
発
問
題
を
め
ぐ
る
同
国
と
米
国
と
の
緊
張
関
係
は
、
二
〇
〇
二
年
十
月
以
降
、「
第
二
次
核
危
機
」
と
呼
び
う
る
深
刻
な
事
態
に
突
入
し
た
。
北
朝
鮮
が
高
濃
縮
ウ
ラ
ン
（
Ｈ
Ｅ
Ｕ
）
に
よ
る
核
開
発
計
画
を
推
進
中
で
あ
る
、
と
告
発
す
る
米
国
務
省
の
公
式
発
表
が
危
機
の
端
緒
と
な
っ

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
二
〇
〇
〇
一
月
下
旬
に
発
足
し
て
以
来
、
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
米
朝
関
係
は
、
こ
れ
を
機
に
さ
ら
に
加
速
度
的
に
深
刻
化
し
、
二
〇
〇
二
年
末
に
は
過
去
八
年
間
続
い
た
「
米
朝
枠
組
み
合
意
」
が
崩
壊
す
る
に
至
る
。
具
体
的
に
は
、
米
国
が
同
合
意
に
基
づ
き
実
施
し
て
き
た
北
朝
鮮
へ
の
電
力
用
重
油
供
給
を
同
十
二
月
か
ら
停
止
。
こ
れ
に
対
抗
し
て
北
朝
鮮
は
、
同
じ
く
同
合
意
に
よ
り
凍
結
し
て
い
た
平
安
北
道
寧
辺
地
区
に
お
け
る
核
関
連
施
設
の
再
稼
動
に
踏
み
切
り
、
核
兵
器
に
転
用
可
能
な
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
抽
出
作
業
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
は
年
明
け
の
二
〇
〇
三
年
一
月
十
日
、
核
拡
散
防
止
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
か
ら
の
即
時
脱
退
を
断
行
し
た
。
　
ク
リ
ン
ト
ン
米
政
権
（
民
主
党
）
初
期
の
一
九
九
三
年
か
ら
九
四
年
に
か
け
て
生
じ
た
「
第
一
次
核
危
機
」
の
際
も
、
北
朝
鮮
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
脱
退
宣
言
（
九
三
年
三
月
）
に
よ
り
重
大
局
面
を
迎
え
た
。
そ
の
後
、
九
四
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
、
米
朝
軍
事
衝
突
寸
前
の
緊
迫
事
態
に
至
っ
た
が
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
が
北
朝
鮮
に
対
す
る
懲
罰
的
な
威
圧
政
策
を
放
棄
、
融
和
的
な
関
与
政
策
に
転
換
し
た
た
め
、
北
朝
鮮
が
こ
れ
を
歓
（
１
）
た
。
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
九
巻　
一
号 
三
二
（　
　
　
）
三
二
迎
し
、「
第
二
次
朝
鮮
戦
争
」
の
発
生
は
回
避
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
核
問
題
解
決
の
た
め
の
米
朝
交
渉
が
順
調
に
進
捗
し
、
九
四
年
十
月
に
は
「
米
朝
枠
組
み
合
意
」
が
成
立
し
た
の
で
あ

　
し
か
し
二
〇
〇
一
年
一
月
下
旬
に
発
足
し
た
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
前
政
権
の
融
和
的
な
対
北
朝
鮮
関
与
政
策
を
「
過
剰
な
譲
歩
」
と
し
て
全
面
否
定
し
、
北
朝
鮮
の
核
計
画
放
棄
を
す
べ
て
の
交
渉
の
先
決
条
件
と
す
る
強
硬
な
「
見
直
し
」
政
策
を
明
ら
か
に
し
た
。
二
〇
〇
一
年
の
九
・
一
一
テ
ロ
事
件
を
機
に
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
北
朝
鮮
を
、
イ
ラ
ク
、
イ
ラ
ン
と
並
ぶ
「
悪
の
枢
軸
」
国
家
と
し
て
名
指
し
し
、「
強
硬
関
与
」
政
策
の
名
の
下
に
同
国
の
孤
立
化
と
封
じ
込
め
を
め
ざ
す
外
交
を
展
開
し
た
。
そ
の
な
か
で
「
第
二
次
核
危
機
」
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
　
本
稿
は
「
第
二
次
核
危
機
」
の
発
生
と
展
開
を
め
ぐ
る
米
朝
間
の
外
交
過
程
を
検
証
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
。
な
か
ん
ず
く
、
融
和
的
な
ク
リ
ン
ト
ン
関
与
政
策
を
否
定
す
る
立
場
か
ら
打
ち
出
さ
れ
た
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
「
強
硬
関
与
」
政
策
（H
aw
k
E
ngagem
ent
Pol-
 
  
   
      
         

北
朝
鮮
の
警
戒
と
反
発
を
呼
び
起
こ
し
、「
第
二
次
核
危
機
」
招
来
の
主
因
と
な
っ
て
い
く
経
緯
と
背
景
に
焦
点
を
合
わ
せ
考
察
を
進
め
る
。
そ
の
た
め
に
第
一
章
で
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
が
二
〇
〇
一
年
一
月
の
任
期
終
了
時
点
ま
で
に
達
成
し
た
対
北
朝
鮮
関
与
政
策
の
実
績
を
点
検
し
、
後
継
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
掲
げ
た
「
強
硬
関
与
」
政
策
と
の
不
連
続
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
　
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
「
強
硬
関
与
」
政
策
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
第
二
章
で
そ
の
理
論
的
展
開
の
役
割
を
担
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
ビ
ク
タ
ー
・
チ
ャ
准
教
授
（
当
時
。
後
に
米
国
家
安
全
保
障
会
議
東
ア
ジ
ア
担
当
部
長
に
就
任
）
の
論
文
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
る
。
第
三
章
で
は
「
強
硬
関
与
」
政
策
の
実
践
的
展
開
が
、
北
朝
鮮
側
の
対
称
的
な
強
硬
政
策
を
呼
び
起
こ
す
過
程
を
追
跡
す
る
。
第
四
章
で
は
、
北
朝
鮮
の
高
濃
縮
ウ
ラ
ン
（
Ｈ
Ｅ
Ｕ
）
計
画
疑
惑
に
対
す
る
米
側
の
告
発
を
契
機
に
、
米
朝
相
互
の
威
圧
攻
勢
（coercive
offence
                
）
が
加
速
し
、
つ
い
に
は
北
朝
鮮
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
即
時
脱
退
を
招
く
に
至
る
危
機
の
構
図
を
分
析
す
る
。
（
２
）
る
。
（
３
）
icy
   
）
が
、「
第
二
の
北
朝
鮮
核
危
機
」
と
米
外
交
（
菱
木
） 
三
三
（　
　
　
）
三
三
　危
機
克
服
の
た
め
二
〇
〇
三
年
夏
に
始
ま
っ
た
六
カ
国
協
議
も
、
事
実
上
、
米
国
の
「
強
硬
関
与
」
政
策
と
北
朝
鮮
の
対
抗
的
強
硬
政
策
を
背
景
と
す
る
両
者
攻
防
の
場
に
終
始
し
た
。
こ
の
経
緯
か
ら
本
稿
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
第
二
期
以
降
に
お
い
て
も
、
そ
の
「
強
硬
関
与
」
政
策
が
北
朝
鮮
の
強
硬
な
対
抗
政
策
を
誘
発
し
、
核
危
機
を
よ
り
深
刻
化
さ
せ
て
い
く
可
能
性
が
大
き
い
と
予
測
す
る
。
ま
た
、
核
問
題
の
平
和
解
決
を
標
榜
し
な
が
ら
北
朝
鮮
の
孤
立
化
と
封
じ
込
め
を
図
り
、
核
放
棄
を
一
方
的
に
迫
る
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
「
強
硬
関
与
」
政
策
が
失
敗
に
帰
す
危
険
性
に
触
れ
、「
ギ
ブ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク
」
の
外
交
取
引
を
含
む
融
和
的
関
与
政
策
へ
の
回
帰
の
必
要
性
を
指
摘
す
る
。
第
一
章　
米
政
権
交
代
と
対
北
朝
鮮
政
策
の
不
連
続
性
（
１
）　
ク
リ
ン
ト
ン
関
与
政
策
の
到
達
点
　
二
期
八
年
に
わ
た
る
任
務
を
終
え
た
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
（
民
主
党
）
は
二
〇
〇
一
年
一
月
二
十
日
、
ブ
ッ
シ
ュ
新
政
権
（
共
和
党
）
と
交
代
し
た
。
米
国
で
は
前
政
権
と
対
立
し
て
き
た
野
党
か
ら
の
大
統
領
が
新
た
に
政
権
の
座
に
つ
く
場
合
、
外
交
政
策
に
関
す
る
前
政
権
と
の
不
連
続
性
が
国
際
社
会
に
深
刻
な
影
響
や
動
揺
を
与
え
る
危
険
性
が
し
ば
し
ば
問
題
に
な
る
。
ク
リ
ン
ト
ン
―
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
交
代
期
に
あ
っ
て
は
と
く
に
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
核
・
ミ
サ
イ
ル
政
策
を
め
ぐ
る
路
線
の
対
立
が
顕
在
化
し
て
い
た
。
そ
れ
は
ま
ず
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
初
め
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
開
催
さ
れ
た
共
和
党
全
国
大
会
の
場
で
明
白
に
な
っ
た
。
　
大
会
は
同
十
一
月
七
日
に
予
定
さ
れ
た
大
統
領
選
挙
に
向
け
て
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ッ
シ
ュ
・
テ
キ
サ
ス
州
知
事
を
大
統
領
候
補
に
指
名
す
る
と
と
も
に
共
和
党
の
政
策
綱
領
を
採
択
し
た
。
同
綱
領
は
「
外
交
政
策
」
方
針
の
中
で
、
融
和
的
な
関
与
政
策
を
進
め
る
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
が
北
朝
鮮
に
対
し
て
使
用
を
停
止
し
て
い
た
「
な
ら
ず
者
国
家
」（rogue
state
           
）、「
な
ら
ず
者
政
権
」（rogue
regim
e
           
 
）
な
ど
の
否
定
的
呼
称
を
意
図
的
に
用
い
、
北
朝
鮮
を
名
指
し
て
「
数
年
内
に
米
国
を
（
弾
道
ミ
サ
イ
ル
で
）
攻
撃
で
き
る
国
」
の
筆
頭
格
に
挙
げ

（
４
）
た
。
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
九
巻　
一
号 
三
四
（　
　
　
）
三
四
　当
時
、
二
期
目
の
任
期
終
了
ま
で
半
年
弱
を
残
す
だ
け
と
な
っ
て
い
た
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
、
対
北
朝
鮮
外
交
の
仕
上
げ
に
拍
車
を
か
け
て
お
り
、
十
一
月
の
大
統
領
選
挙
で
民
主
党
候
補
に
指
名
さ
れ
た
ア
ル
・
ゴ
ア
副
大
統
領
が
当
選
す
る
場
合
は
融
和
的
な
関
与
政
策
の
順
当
な
引
継
ぎ
が
予
想
さ
れ
た
。
し
か
し
強
硬
路
線
を
公
約
に
掲
げ
る
ブ
ッ
シ
ュ
候
補
が
勝
利
す
れ
ば
、
政
策
上
の
不
連
続
性
に
よ
っ
て
米
朝
関
係
に
相
当
の
混
乱
が
生
じ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
た
。
　
ク
リ
ン
ト
ン
関
与
政
策
は
、「
米
朝
枠
組
み
合
意
」（
九
四
年
十
月
）
に
基
づ
き
、
北
朝
鮮
核
計
画
の
凍
結
か
ら
そ
の
究
極
的
な
放
棄
へ
至
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
次
い
で
、
九
九
年
十
月
に
公
表
さ
れ
た
ペ
リ
ー
北
朝
鮮
政
策
調
整
官
（
元
国
防
長
官
）
作
成
の
対
北
朝
鮮
政
策
報
告
書
（
ペ
リ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
）
は
、「
相
互
脅
威
削
減
の
観
点
」（the
concept
ofm
utually
reducing
thr
                
                    eat
   
）
に
立
ち
つ
つ
、「
米
朝
枠
組
み
合
意
」
の
対
象
外
だ
っ
た
弾
道
ミ
サ
イ
ル
問
題
を
含
む
包
括
的
な
関
与
政
策
の
推
進
方
針
を
明
確
化
し

「
相
互
脅
威
削
減
」
は
「
北
朝
鮮
が
脅
威
と
み
な
す
圧
力
措
置
や
行
動
を
緩
和
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
朝
鮮
に
米
国
や
近
隣
諸
国
と
の
平
和
共
存
が
可
能
と
確
信
さ
せ
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
、
北
朝
鮮
に
対
し
て
も
脅
威
削
減
を
促
す
方
策
と
定
義
さ
れ

ペ
リ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
は
、「
相
互
脅
威
削
減
」
の
立
場
か
ら
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
脅
威
を
米
朝
直
接
交
渉
で
解
決
し
て
い
く
政
策
を
「
第
一
の
道
」
と
規
定
し
た
。
但
し
、
北
朝
鮮
が
交
渉
解
決
に
応
じ
ず
、
大
量
破
壊
兵
器
の
脅
威
を
強
め
る
場
合
に
と
る
べ
き
「
第
二
の
道
」
と
し
て
抑
止
政
策
を
挙
げ
、
最
悪
の
事
態
に
備
え
て
強
力
な
軍
事
抑
止
力
の
維
持
が
必
要
で
あ
る
と
提
言
し
て
い

し
か
し
、
あ
く
ま
で
交
渉
解
決
の
「
第
一
の
道
」
を
最
優
先
と
し
、
軍
事
力
を
背
景
と
す
る
抑
止
的
な
「
第
二
の
道
」
に
関
す
る
具
体
的
な
提
言
内
容
は
北
朝
鮮
側
の
警
戒
と
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
報
告
書
の
公
表
部
分
か
ら
除
外
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
、
平
和
解
決
を
究
極
の
目
標
と
す
る
ク
リ
ン
ト
ン
関
与
政
策
の
基
本
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。
　
ペ
リ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
公
表
に
先
立
ち
、
九
九
年
九
月
に
行
わ
れ
た
米
朝
高
官
協
議
で
北
朝
鮮
側
は
、
米
国
と
の
ミ
サ
イ
ル
協
議
継
続
中
は
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
抑
制
す
る
と
言
明
し
、
直
接
交
渉
に
よ
る
解
決
に
意
欲
を
示
し
た
。
米
側
は
こ
れ
を
歓
迎
し
経
済
制
裁
措
置
の
一
部
緩
和
で
（
５
）
た
。
（
６
）
た
。
（
７
）
る
。
「
第
二
の
北
朝
鮮
核
危
機
」
と
米
外
交
（
菱
木
） 
三
五
（　
　
　
）
三
五
応
え
て
い
る
。
ペ
リ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
構
築
に
伴
う
米
朝
関
係
好
転
の
雰
囲
気
の
中
、
二
〇
〇
〇
六
月
半
ば
に
は
金
大
中
韓
国
大
統
領
と
金
正
日
北
朝
鮮
総
書
記
に
よ
る
史
上
初
の
南
北
首
脳
会
談
が
平
壌
で
実
現
し
た
。
会
談
の
成
果
と
し
て
、
南
北
和
解
と
究
極
の
平
和
統
一
を
め
ざ
す
南
北
共
同
宣
言
が
発
表
さ
れ
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
国
際
社
会
の
「
な
ら
ず
者
国
家
」
イ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
払
拭
さ
れ
た
。
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
米
国
務
長
官
は
六
月
十
五
日
、
南
北
首
脳
会
談
の
成
功
を
歓
迎
す
る
声
明
で
金
正
日
総
書
記
の
名
前
を
挙
げ
、
和
解
の
時
代
に
向
け
て
と
っ
た
「
積
極
的
な
行
動
」
を
評
価
し

続
い
て
同
長
官
は
六
月
十
九
日
、「
な
ら
ず
者
国
家
」
と
い
う
否
定
的
表
現
の
呼
称
を
北
朝
鮮
に
対
し
て
米
政
府
と
し
て
使
用
し
な
い
決
定
を
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
バ
ウ
チ
ャ
ー
国
務
省
報
道
官
も
同
日
の
定
例
記
者
会
見
で
呼
称
使
用
の
中
止
を
確
認
し

九
九
年
に
米
国
が
北
朝
鮮
に
約
束
し
て
い
た
経
済
制
裁
措
置
の
緩
和
も
同
日
か
ら
実
行
さ
れ
た
。
　
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
が
金
正
日
政
権
を
対
等
な
交
渉
相
手
と
し
て
認
め
る
姿
勢
を
よ
り
明
確
に
打
ち
出
し
た
こ
と
に
、
北
朝
鮮
は
迅
速
か
つ
好
意
的
に
反
応
し
た
。
六
月
二
十
日
、
同
外
務
省
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
、
九
九
年
九
月
の
米
朝
高
官
会
議
で
公
約
し
た
ミ
サ
イ
ル
発
射
停
止
措
置
は
「
依
然
と
し
て
有
効
で
あ
る
」
と
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
、「
米
国
が
わ
れ
わ
れ
の
自
主
権
と
選
択
の
自
由
を
尊
重
し
、
平
和
と
互
恵
の
原
則
で
関
係
改
善
に
向
か
う
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
も
信
義
を
も
っ
て
行
動
し
、
米
国
の
憂
慮
の
解
消
に
努
力
す
る
」
と
き
わ
め
て
前
向
き
の
姿
勢
を
打
ち
出
し

北
朝
鮮
は
自
ら
の
言
葉
と
行
動
に
よ
っ
て
「
な
ら
ず
者
国
家
」
で
な
い
こ
と
を
証
明
し
、
米
側
の
期
待
に
応
え
る
意
欲
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
　
そ
の
意
欲
の
現
れ
と
し
て
国
際
社
会
の
注
目
を
集
め
た
の
が
、
同
七
月
十
九
日
に
平
壌
で
行
わ
れ
た
朝
ロ
首
脳
会
談
の
内
容
だ
っ
た
。
当
時
、
対
米
交
渉
の
最
大
懸
案
で
あ
っ
た
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
開
発
問
題
に
つ
い
て
、
金
正
日
総
書
記
は
プ
ー
チ
ン
・
ロ
シ
ア
大
統
領
に
対
し
、「
そ
れ
は
（
人
工
衛
星
打
ち
上
げ
用
の
）
平
和
目
的
で
あ
り
、
他
国
が
宇
宙
探
査
用
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
提
供
す
る
な
ら
そ
れ
を
使
う
用
意
が
あ
る
」
と
述
べ
た
、
と
伝
え
ら
れ

同
八
月
四
日
付
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
で
ホ
フ
マ
ン
・
モ
ス
ク
ワ
特
派
員
が
「
精
通
し
た
消
息
筋
」
を
引
用
し
て
（
８
）
た
。
（
９
）
た
。（　
）
１０た
。
（　
）
１１た
。
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
九
巻　
一
号 
三
六
（　
　
　
）
三
六
報
じ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
金
正
日
提
案
は
朝
ロ
首
脳
会
談
に
際
し
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
交
わ
し
た
秘
密
書
簡
の
中
で
示
さ
れ
、「
他
の
国
が
自
ら
の
費
用
で
北
朝
鮮
の
た
め
に
年
間
で
二
、
三
個
の
人
工
衛
星
を
打
ち
上
げ
て
く
れ
る
な
ら
ば
、
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
開
発
計
画
を
放
棄
す
る
」
と
い
う
具
体
的
な
内
容
だ
っ
た
と
さ
れ

　
米
国
務
省
の
北
朝
鮮
問
題
担
当
、
ウ
ェ
ン
デ
ィ
・
シ
ャ
ー
マ
ン
顧
問
は
同
十
月
の
記
者
会
見
で
金
正
日
提
案
に
つ
い
て
「
正
当
な
理
由
の
あ
る
構
想
」
と
評
価
し
、
北
朝
鮮
と
協
議
を
進
め
る
考
え
を
公
式
に
明
ら
か
に
し
た
。
ド
ン
・
オ
ー
バ
ー
ド
ー
フ
ァ
ー
（
元
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
外
交
記
者
）
に
よ
る
と
、
人
工
衛
星
の
代
替
打
ち
上
げ
案
は
、
実
は
米
側
か
ら
先
に
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
九
八
年
八
月
の
テ
ポ
ド
ン
１
発
射
か
ら
一
カ
月
後
の
米
朝
ミ
サ
イ
ル
協
議
で
、
ロ
バ
ー
ト
・
ア
イ
ホ
ー
ン
米
代
表
が
一
般
論
と
し
て
示
し
た
の
が
最
初
で
あ

ペ
リ
ー
元
国
防
長
官
（
当
時
、
北
朝
鮮
政
策
調
整
官
）
も
九
九
年
五
月
の
訪
朝
の
際
、
同
じ
案
を
北
朝
鮮
側
に
打
診
し
て
い

こ
の
こ
と
か
ら
、
北
朝
鮮
は
ミ
サ
イ
ル
開
発
中
止
に
つ
い
て
、
米
提
案
受
け
入
れ
の
姿
勢
を
プ
ー
チ
ン
大
統
領
を
介
し
て
示
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
米
朝
関
係
改
善
の
機
運
が
高
ま
る
な
か
で
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
六
日
、
両
国
は
大
量
破
壊
兵
器
の
使
用
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
テ
ロ
に
反
対
す
る
「
米
朝
テ
ロ
反
対
共
同
声
明
」
を
発
表
し
た
。
続
い
て
金
正
日
総
書
記
の
特
使
、
趙
明
禄
国
防
委
員
会
第
一
副
委
員
長
の
ワ
シ
ン
ト
ン
訪
問
が
実
現
し
、
同
十
二
日
に
両
国
の
敵
意
解
消
を
う
た
っ
た
「
米
朝
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
が
発
表
さ
れ

こ
れ
を
受
け
て
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
国
務
長
官
が
同
十
月
二
十
三
日
―
二
十
五
日
に
米
現
職
閣
僚
と
し
て
初
め
て
訪
朝
し
、
金
正
日
総
書
記
と
会
談
し
た
。
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
長
官
の
目
的
は
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
の
訪
朝
の
可
能
性
を
見
極
め
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
米
朝
間
の
最
大
の
懸
案
で
あ
る
ミ
サ
イ
ル
問
題
に
つ
い
て
総
書
記
と
話
し
合
っ
た
。
長
官
は
同
二
十
四
日
、
平
壌
で
の
記
者
会
見
で
「
北
朝
鮮
の
人
工
衛
星
打
ち
上
げ
代
行
と
引
き
換
え
に
北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
問
題
で
自
制
す
る
と
い
う
総
書
記
の
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
も
協
議
し
た
。
総
書
記
は
米
国
の
懸
念
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
き
わ
め
て
明
快
に
説
明
し
た
」
と
明
ら
か
に
し
て
い

（　
）
１２た
。
（　
）
１３る
。
（　
）
１４た
。
（　
）
１５た
。
（　
）
１６る
。
「
第
二
の
北
朝
鮮
核
危
機
」
と
米
外
交
（
菱
木
） 
三
七
（　
　
　
）
三
七
　訪
朝
中
の
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
長
官
と
の
会
談
や
そ
の
他
の
当
局
者
交
渉
の
場
で
、
北
朝
鮮
側
は
①
米
大
統
領
の
平
壌
訪
問
②
年
間
三
発
の
人
工
衛
星
を
国
外
で
打
ち
上
げ
る
た
め
の
支
援
―
を
交
換
条
件
に
、
射
程
三
百
キ
ロ
以
上
の
中
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
の
生
産
、
実
験
、
配
備
の
停
止
を
提
案
し
た
。
加
え
て
、
ミ
サ
イ
ル
と
ミ
サ
イ
ル
技
術
の
海
外
輸
出
の
即
時
停
止
の
意
思
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
の
訪
朝
に
伴
い
米
側
が
食
糧
支
援
と
外
交
、
経
済
関
係
正
常
化
に
同
意
す
る
な
ら
、
北
朝
鮮
が
保
有
す
る
中
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
廃
棄
と
、
廃
棄
作
業
の
現
地
検
証
体
制
に
つ
い
て
話
し
合
う
用
意
が
あ
る
と
提
案
し

　
か
く
し
て
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
対
北
朝
鮮
関
与
政
策
は
、「
米
朝
枠
組
み
合
意
」
実
現
、
ペ
リ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
策
定
を
経
て
、
ク
リ
ン
ト
ン
訪
朝
に
よ
る
米
朝
関
係
正
常
化
へ
の
方
向
付
け
を
行
う
段
階
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
訪
朝
の
時
点
で
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
残
り
任
期
は
既
に
三
ヶ
月
を
切
っ
て
い
た
。
し
か
も
直
後
の
十
一
月
七
日
に
実
施
さ
れ
た
米
大
統
領
選
挙
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
で
の
開
票
結
果
の
判
定
を
め
ぐ
っ
て
ゴ
ア
、
ブ
ッ
シ
ュ
両
陣
営
の
紛
争
が
長
引
き
、
ブ
ッ
シ
ュ
候
補
の
勝
利
と
、
ク
リ
ン
ト
ン
後
継
の
ゴ
ア
候
補
の
敗
北
が
最
終
確
定
し
た
の
は
十
二
月
十
三
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
点
で
も
な
お
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
に
よ
る
退
任
前
の
訪
朝
説
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
た
た
め
、
ト
レ
ン
ト
・
ロ
ッ
ト
上
院
院
内
総
務
と
デ
ニ
ス
・
ハ
ス
タ
ー
ト
下
院
議
長
ほ
か
米
議
会
の
共
和
党
指
導
者
ら
は
連
名
で
書
簡
を
大
統
領
に
送
り
、「
貴
下
の
政
権
の
終
幕
期
に
あ
た
り
、
わ
が
国
民
と
次
期
政
権
を
新
た
な
北
朝
鮮
政
策
に
縛
り
付
け
る
よ
う
な
計
画
は
立
て
な
い
よ
う
に
」
と
要
求
し

書
簡
は
さ
ら
に
「
貴
下
に
は
む
し
ろ
、
次
期
政
権
が
過
去
六
年
間
に
わ
た
る
（
民
主
、
共
和
両
党
間
の
）
意
見
対
立
を
克
服
し
て
超
党
派
の
対
北
朝
鮮
政
策
を
構
築
す
る
権
利
を
尊
重
す
る
よ
う
促
し
た
い
」
と
付
け
加
え
て
い
る
。
ク
リ
ン
ト
ン
関
与
政
策
の
駆
け
込
み
的
な
仕
上
げ
を
阻
止
す
る
と
と
も
に
、
ブ
ッ
シ
ュ
次
期
政
権
の
下
で
新
た
な
北
朝
鮮
政
策
の
練
り
直
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
期
待
す
る
共
和
党
側
の
姿
勢
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ

　
米
朝
関
係
正
常
化
を
射
程
に
お
さ
め
な
が
ら
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
は
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
二
十
八
日
、
三
週
間
余
の
後
に
迫
っ
た
任
期
切
（　
）
１７た
。
（　
）
１８た
。
（　
）
１９た
。
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
九
巻　
一
号 
三
八
（　
　
　
）
三
八
れ
を
理
由
に
訪
朝
を
断
念
し
た
。
同
日
の
声
明
で
大
統
領
は
、
ペ
リ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
く
関
与
政
策
が
北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
の
解
消
に
道
を
開
い
た
と
述
べ
、
さ
ら
な
る
努
力
の
継
続
が
米
国
の
国
益
で
あ
る
と
強
調
し

（
２
）　
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
政
策
見
直
し
　
共
和
党
は
野
党
と
し
て
、
九
四
年
の
「
米
朝
枠
組
み
合
意
」
以
降
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
対
北
朝
鮮
関
与
政
策
に
一
貫
し
て
反
対
の
立
場
を
と
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
経
緯
を
背
景
に
二
〇
〇
〇
年
八
月
の
共
和
党
全
国
大
会
の
政
策
綱
領
は
北
朝
鮮
を
「
な
ら
ず
者
国
家
」
と
位
置
づ
け
、
大
統
領
選
に
向
け
て
対
決
的
な
強
硬
路
線
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
一
月
二
十
日
に
発
足
し
た
ブ
ッ
シ
ュ
新
政
権
は
共
和
党
政
策
綱
領
を
踏
ま
え
、
き
わ
め
て
鮮
明
に
ク
リ
ン
ト
ン
関
与
政
策
の
継
承
を
拒
否
す
る
。
そ
の
最
初
の
表
わ
れ
は
、
同
三
月
七
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
行
わ
れ
た
金
大
中
韓
国
大
統
領
と
の
首
脳
会
談
だ
っ
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
、
金
大
中
大
統
領
の
和
解
的
な
対
北
朝
鮮
関
与
政
策
（
包
容
政
策
）
に
儀
礼
上
の
支
持
を
表
明
し
た
も
の
の
、
一
方
で
北
朝
鮮
の
大
量
破
壊
兵
器
の
脅
威
を
強
調
し

会
談
で
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
と
り
わ
け
力
説
し
た
の
は
、
信
頼
で
き
な
い
北
朝
鮮
と
の
取
り
決
め
や
合
意
に
は
必
ず
完
全
な
検
証
（verification
            
）
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
一
点
で
あ
っ

そ
れ
は
、「
相
互
脅
威
削
減
」
を
め
ざ
す
ク
リ
ン
ト
ン
関
与
政
策
の
否
定
で
あ
り
、
北
朝
鮮
に
脅
威
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
米
国
が
完
全
に
検
証
で
き
な
い
限
り
、
関
係
改
善
に
は
応
じ
な
い
、
と
す
る
懲
罰
的
政
策
へ
の
回
帰
を
意
味
し
た
。
ま
た
そ
れ
は
、
後
に
具
体
化
す
る
「
検
証
可
能
な
後
戻
り
で
き
な
い
完
全
な
核
放
棄
」（
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｄ
）
政
策
の
基
点
と
な
る
主
張
で
あ
っ
た
。
　
パ
ウ
エ
ル
国
務
長
官
は
同
七
日
、
米
韓
首
脳
会
談
終
了
後
の
記
者
会
見
で
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
北
朝
鮮
政
策
の
全
面
的
な
見
直
し
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、「
見
直
し
作
業
が
終
わ
れ
ば
北
朝
鮮
と
ど
の
よ
う
な
ペ
ー
ス
で
い
つ
交
渉
に
入
る
か
を
決
め
る
」
と
述
べ

北
朝
鮮
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
「
見
直
し
」
方
針
が
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
策
と
の
不
連
続
を
生
じ
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
と
み
て
神
経
を
尖
ら
せ
、
抗
（　
）
２０た
。
（　
）
２１た
。
（　
）
２２た
。
（　
）
２３た
。
「
第
二
の
北
朝
鮮
核
危
機
」
と
米
外
交
（
菱
木
） 
三
九
（　
　
　
）
三
九
議
の
姿
勢
を
強
め
た
。
同
三
月
十
八
日
付
の
朝
鮮
労
働
党
機
関
紙
「
労
働
新
聞
」
は
論
評
で
、「
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
朝
米
関
係
を
対
話
に
よ
っ
て
解
決
す
る
の
で
は
な
く
、
軍
事
的
威
嚇
と
圧
力
で
わ
れ
わ
れ
を
屈
服
さ
せ
る
の
は
誤
っ
た
選
択
で
あ
る
」
と
主
張
し

　
二
〇
〇
一
年
六
月
六
日
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
「
見
直
し
」
作
業
の
終
了
を
宣
言
し
、
北
朝
鮮
へ
の
対
処
方
針
を
発
表
し
た
。
新
方
針
は

核
開
発
に
関
す
る
「
米
朝
枠
組
み
合
意
」
の
改
定
と
履
行

ミ
サ
イ
ル
開
発
・
輸
出
停
止
に
つ
い
て
検
証
可
能
な
規
制
措
置

南
北
境
界
線
沿
い
の
通
常
戦
力
の
脅
威
緩
和
―
な
ど
を
包
括
的
な
議
題
と
し
て
北
朝
鮮
と
の
「
真
剣
な
対
話
」（serious
discussions
                   
）
を
行
う
こ
と
を
う
た
っ

新
方
針
は
、
北
朝
鮮
と
の
交
渉
再
開
の
必
要
を
説
く
父
親
の
ブ
ッ
シ
ュ
元
大
統
領
の
助
言
を
容
れ
て
、
一
応
、「
対
話
」
再
開
の
方
向
を
示
し
は
し

し
か
し
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
対
話
の
条
件
は
、
従
来
の
米
朝
合
意
事
項
を
反
故
に
し
、
厳
し
い
規
制
を
一
方
的
に
北
朝
鮮
側
に
科
す
内
容
と
な
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、「
米
朝
枠
組
み
合
意
」
で
は
、
過
去
の
核
燃
料
再
処
理
プ
ロ
セ
ス
を
含
め
た
全
面
的
な
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
核
査
察
を
北
朝
鮮
が
受
け
入
れ
る
の
は
、
支
援
軽
水
炉
原
発
の
基
幹
的
な
関
連
機
器
が
搬
入
さ
れ
る
前
の
時
点
と
取
り
決
め
ら
れ
て
い
た
。
当
初
計
画
で
は
、
そ
の
時
期
は
二
〇
〇
三
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
新
方
針
は
、
そ
の
よ
う
な
関
連
機
器
搬
入
は
な
お
先
の
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
す
る
一
方
、
北
朝
鮮
に
対
し
直
ち
に
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
協
力
し
て
全
面
核
査
察
を
受
け
入
れ
る
よ
う
要
求
し
た
。
ま
た
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
関
連
施
設
内
に
直
前
の
通
告
を
す
れ
ば
米
当
局
者
が
立
ち
入
り
で
き
る
よ
う
な
「
挑
戦
的
査
察
」
も
要
求
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
後
戻
り
で
き
な
い
た
め
の
検
証
」
措
置
で
あ

　
北
朝
鮮
側
は
米
側
の
一
方
的
な
議
題
設
定
に
激
し
く
反
発
し
た
。
同
六
月
二
十
六
日
付
労
働
新
聞
の
論
評
は
、「
米
国
は
わ
れ
わ
れ
と
対
座
す
る
前
に
、
な
ん
ら
の
事
前
協
議
も
な
し
に
議
題
を
一
方
的
に
定
め
、
そ
れ
を
既
成
事
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に
公
開
し
た
。
こ
れ
は
公
正
と
平
等
を
求
め
る
国
際
関
係
の
規
範
と
外
交
慣
例
に
ひ
ど
く
反
す
る
意
地
悪
い
行
動
で
あ
り
、
対
話
相
手
に
対
す
る
一
種
の
圧
力
、
冒
と
く
で
あ
る
」
と
厳
し
い
対
米
非
難
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、「
米
国
が
持
ち
出
し
た
核
お
よ
び
ミ
サ
イ
ル
、
通
常
戦
力
削
減
問
題
は
、
ど
れ
一
つ
受
け
入
れ
ら
（　
）
２４た
。
（　
）
２５た
。
（　
）
２６た
。
（　
）
２７る
。
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
九
巻　
一
号 
四
○
（　
　
　
）
四
○
れ
な
い
」
と
強
い
拒
否
の
姿
勢
を
示
し

　
こ
の
論
評
が
掲
載
さ
れ
た
の
と
同
じ
六
月
二
十
六
日
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
プ
リ
チ
ャ
ー
ド
（C
harles
Prichard
 
               
）
北
朝
鮮
問
題
米
特
使
が
下
院
聴
聞
会
で
証
言
し
、
新
方
針
の
発
表
後
に
金
桂
冠
北
朝
鮮
外
務
次
官
と
会
っ
て
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
見
解
を
伝
え
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
対
話
再
開
に
当
た
っ
て
い
か
な
る
前
提
条
件
も
付
け
な
い
と
北
朝
鮮
側
に
説
明
し
た
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
新
方
針
に
関
す
る
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
声
明
が
一
方
的
に
議
題
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
な
事
実
で
あ
っ
た
。
大
統
領
声
明
は
さ
ら
に
、「
も
し
北
朝
鮮
が
（
新
方
針
に
）
肯
定
的
に
応
え
、
適
切
な
行
動
を
と
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
北
朝
鮮
の
人
民
へ
の
援
助
努
力
を
強
め
、
制
裁
措
置
を
緩
和
し
、
そ
の
他
の
政
治
的
措
置
を
講
じ
る
」
と
し
、
北
朝
鮮
側
が
米
側
の
要
求
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
、
関
係
改
善
交
渉
の
す
べ
て
の
前
提
条
件
に
据
え
て
い
た
。
米
政
府
内
部
で
も
北
朝
鮮
が
米
国
の
姿
勢
の
ど
こ
に
誠
実
さ
を
見
出
せ
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
っ
た
疑
問
を
呈
す
る
当
局
者
も
い
た
。
し
か
し
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
ク
リ
ン
ト
ン
時
代
の
政
策
方
針
を
繰
り
返
す
こ
と
は
し
た
く
な
い
と
の
態
度
で
一
貫
し
て
い

第
二
章　
「
強
硬
関
与
」
理
論
の
構
築
（
１
）　
９
・　
テ
ロ
と
「
悪
の
枢
軸
」
へ
の
組
み
込
み
１１
　
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
「
対
話
再
開
」
の
新
方
針
は
、
そ
の
一
方
的
な
強
硬
路
線
の
ゆ
え
に
北
朝
鮮
側
の
警
戒
心
と
反
発
を
触
発
し
、
正
式
交
渉
を
導
き
だ
せ
な
い
状
態
が
続
い
た
。
米
朝
関
係
は
二
〇
〇
一
年
九
月
十
一
日
に
発
生
し
た
九
・
一
一
テ
ロ
事
件
以
降
、
一
層
の
悪
化
に
向
か
う
。
同
テ
ロ
事
件
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
「
国
際
テ
ロ
勢
力
を
支
援
し
大
量
破
壊
兵
器
と
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
獲
得
を
め
ざ
す
国
家
」
を
摘
出
し
、
敵
対
し
て
い
く
戦
略
を
全
面
的
に
進
め
る
契
機
と
な
っ
た
。
北
朝
鮮
外
務
省
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
九
月
十
二
日
、
前
日
の
九
・
一
一
テ
ロ
事
件
に
つ
い
て
い
ち
は
や
く
政
府
見
解
を
明
ら
か
に
し
、「
き
わ
め
て
遺
憾
で
悲
劇
的
」
と
弔
意
を
表
し
た
う
え
で
、「
国
連
加
盟
国
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
（　
）
２８た
。
（　
）
２９た
。
「
第
二
の
北
朝
鮮
核
危
機
」
と
米
外
交
（
菱
木
） 
四
一
（　
　
　
）
四
一
形
態
の
テ
ロ
と
そ
れ
に
対
す
る
い
か
な
る
支
援
に
も
反
対
す
る
わ
が
共
和
国
の
立
場
に
変
わ
り
な
い
」
と
述
べ

こ
れ
は
、
前
年
に
「
米
朝
テ
ロ
反
対
共
同
声
明
」
に
署
名
し
た
立
場
の
堅
持
を
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
示
し
、
テ
ロ
支
援
国
に
は
加
わ
ら
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
　
北
朝
鮮
政
府
は
、
米
国
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
攻
撃
が
始
ま
っ
た
直
後
の
同
十
一
月
十
二
日
、
テ
ロ
資
金
供
与
防
止
国
際
条
約
と
人
質
反
対
国
際
条
約
の
双
方
に
署
名
し
て
い
る
。
署
名
に
先
立
ち
、
外
務
省
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
同
月
三
日
、「
あ
ら
ゆ
る
テ
ロ
と
、
そ
れ
に
対
す
る
い
か
な
る
支
援
に
も
反
対
す
る
わ
が
国
の
立
場
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、「
今
後
も
テ
ロ
に
反
対
す
る
努
力
を
一
貫
し
て
傾
け
る
で
あ
ろ
う
」
と
言
明
し

北
朝
鮮
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
「
一
方
的
」
な
新
方
針
に
反
発
し
つ
つ
も
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
時
代
の
末
期
に
署
名
し
た
「
米
朝
テ
ロ
反
対
共
同
声
明
」
と
「
米
朝
共
同
宣
言
」（
相
互
の
敵
意
解
消
）
の
順
守
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
米
朝
関
係
の
悪
化
を
回
避
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
　
し
か
し
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
イ
ラ
ク
、
イ
ラ
ン
、
北
朝
鮮
三
国
に
つ
い
て
、
大
量
破
壊
兵
器
獲
得
を
め
ざ
し
国
際
テ
ロ
組
織
を
支
援
し
て
い
る
国
家
群
と
規
定
し
、
米
国
の
敵
対
勢
力
と
し
て
括
り
出
す
方
向
に
進
み
つ
つ
あ
っ
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
国
際
テ
ロ
と
大
量
破
壊
兵
器
の
開
発
疑
惑
国
を
リ
ン
ク
さ
せ
、
特
に
イ
ラ
ク
、
北
朝
鮮
を
名
指
し
し
て
大
量
破
壊
兵
器
の
査
察
を
初
め
て
要
求
し
た
の
は
同
十
一
月
二
十
六
日
で
あ
る
。
大
統
領
は
同
日
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
記
者
団
の
質
問
に
答
え
、「
他
国
へ
の
テ
ロ
攻
撃
に
使
わ
れ
る
よ
う
な
大
量
破
壊
兵
器
を
開
発
す
る
者
は
説
明
責
任
が
あ
る
」
と
前
置
き
し
、「
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
は
大
量
破
壊
兵
器
を
開
発
し
て
い
な
い
こ
と
を
世
界
に
証
明
す
る
た
め
に
、
査
察
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ

同
時
に
、
北
朝
鮮
に
対
し
て
は
「
大
量
破
壊
兵
器
開
発
の
有
無
を
確
定
す
る
た
め
査
察
を
受
け
入
れ
る
よ
う
明
白
に
伝
え
て
あ
る
」
と
し
、「
北
朝
鮮
は
大
量
破
壊
兵
器
の
拡
散
を
停
止
す
べ
き
で
あ
る
」
と
付
け
加
え

　
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
「
反
テ
ロ
戦
争
」
と
関
連
さ
せ
つ
つ
、
大
量
破
壊
兵
器
開
発
の
疑
惑
対
象
国
の
摘
発
に
乗
り
出
し
た
こ
と
は
、
同
十
二
月
（　
）
３０た
。
（　
）
３１た
。
（　
）
３２た
。
（　
）
３３た
。
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
九
巻　
一
号 
四
二
（　
　
　
）
四
二
三
十
一
日
付
で
議
会
に
提
出
さ
れ
た
国
防
総
省
の
報
告
書
『
核
体
制
の
見
直
し
』（N
uclear
Posture
R
eview
 
                
     
）
に
よ
っ
て
明
確
と
な
る
。
報
告
の
な
か
で
注
目
さ
れ
た
の
は
「
攻
撃
的
抑
止
」（offensive
deterrence
                    
）
で
、
大
量
破
壊
兵
器
を
使
用
す
る
恐
れ
の
あ
る
敵
対
国
家
を
核
兵
器
で
先
制
攻
撃
で
き
る
選
択
肢
を
大
統
領
が
持
つ
と
し
た
点
で
あ

こ
れ
に
関
し
て
報
告
書
は
、
あ
ら
か
じ
め
核
弾
頭
の
目
標
設
定
を
し
て
お
く
べ
き
緊
急
有
事
想
定
の
ケ
ー
ス
と
し
て
、

イ
ラ
ク
の
イ
ス
ラ
エ
ル
ま
た
は
そ
の
他
の
周
辺
諸
国
へ
の
攻
撃

北
朝
鮮
の
対
韓
国
攻
撃

台
湾
問
題
を
め
ぐ
る
米
中
衝
突
―
な
ど
を
挙
げ
た
。
さ
ら
に
北
朝
鮮
、
イ
ラ
ク
は
緊
急
、
潜
在
的
あ
る
い
は
予
想
外
の
有
事
に
か
か
わ
る
危
険
性
が
高
く
、「
恒
常
的
に
軍
事
的
な
懸
念
対
象
と
な
っ
て
い
る
」
と
厳
し
く
判
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
両
国
が
新
た
な
米
核
戦
略
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
設
定
さ
れ
た
こ
と
が
明
白
と
な
っ

　
年
が
明
け
る
と
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
二
〇
〇
二
年
一
月
二
十
九
日
の
一
般
教
書
演
説
の
な
か
で
、
北
朝
鮮
、
イ
ラ
ク
、
イ
ラ
ン
三
国
を
名
指
し
て
「
悪
の
枢
軸
」
で
あ
る
と
宣
告
し
た
。
大
統
領
は
演
説
で
、
米
国
が
追
求
す
べ
き
二
大
目
標
と
し
て
第
一
に
、

テ
ロ
の
拠
点
破
壊
、
テ
ロ
計
画
の
根
絶
、
テ
ロ
へ
の
正
義
執
行

生
物
、
化
学
、
核
兵
器
の
獲
得
を
め
ざ
し
米
国
と
世
界
に
脅
威
を
与
え
る
テ
ロ
勢
力
と
国
家
群
の
体
制
阻
止
―
を
挙
げ

第
二
の
目
標
に
つ
い
て
は
北
朝
鮮
、
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
の
順
に
三
国
を
列
挙
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
脅
威
の
性
格
を
描
写
し
た
う
え
で
、「
こ
れ
ら
の
テ
ロ
同
盟
国
は
悪
の
枢
軸
を
構
成
し
、
世
界
の
平
和
を
武
力
で
脅
か
し
て
い
る
」
と
断
罪
し
た
。
さ
ら
に
、
三
国
は
大
量
破
壊
兵
器
を
テ
ロ
リ
ス
ト
ら
に
供
与
し
、
自
ら
も
米
国
や
そ
の
同
盟
国
を
威
嚇
し
攻
撃
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
大
統
領
は
ま
た
、
こ
れ
ら
の
国
に
よ
る
奇
襲
を
防
ぐ
た
め
に
実
効
的
な
ミ
サ
イ
ル
防
衛
（
Ｍ
Ｄ
）
体
制
を
敷
く
必
要
が
あ
る
と
強
調
し
た
。
加
え
て
、「
米
国
は
国
家
の
安
全
を
守
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
す
べ
て
講
じ
る
」、「
危
険
が
迫
っ
て
く
る
状
況
を
座
視
は
し
な
い
」
と
言
葉
を
継
ぎ
、
対
抗
の
た
め
の
軍
事
行
動
を
辞
さ
な
い
強
硬
姿
勢
を
確
認
し

　
名
指
し
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
た
北
朝
鮮
は
、
大
量
破
壊
兵
器
と
ミ
サ
イ
ル
で
武
装
し
な
が
ら
国
民
を
飢
餓
状
態
に
置
い
て
い
る
国
家
体
制
と
（　
）
３４る
。
（　
）
３５た
。
（　
）
３６た
。
（　
）
３７た
。
「
第
二
の
北
朝
鮮
核
危
機
」
と
米
外
交
（
菱
木
） 
四
三
（　
　
　
）
四
三
規
定
さ
れ
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
「
悪
の
枢
軸
」
演
説
の
第
一
の
目
的
が
、
対
イ
ラ
ク
戦
争
を
起
こ
す
た
め
の
正
当
化
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
ラ
イ
ス
国
家
安
全
保
障
担
当
補
佐
官
ら
は
当
時
、
極
秘
の
対
イ
ラ
ク
戦
争
計
画
『
ポ
ロ
・
ス
テ
ッ
プ
』
の
存
在
を
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
た
め
に
も
、
国
際
テ
ロ
と
大
量
破
壊
兵
器
の
リ
ン
ク
を
は
っ
き
り
強
調
で
き
る
他
の
国
を
加
え
る
必
要
を
認
識
し
、
北
朝
鮮
と
イ
ラ
ン
を
「
悪
の
枢
軸
」
国
に
含
め
る
こ
と
を
大
統
領
に
提
案
し
た
。
大
統
領
は
こ
れ
ら
三
国
が
「
疑
い
な
く
現
代
の
平
和
に
と
っ
て
最
大
の
脅
威
で
あ
る
」
と
述
べ
、
承
認
し

　
北
朝
鮮
外
務
省
は
同
一
月
三
十
一
日
、
公
式
声
明
を
発
表
し
、「
悪
の
枢
軸
」
演
説
は
「
事
実
上
、
わ
れ
わ
れ
に
対
す
る
宣
戦
布
告
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
強
く
反
発
し
た
。
さ
ら
に
、
同
演
説
は
北
朝
鮮
を
「
力
で
圧
殺
す
る
企
図
を
公
表
」
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
、「
ブ
ッ
シ
ュ
妄
言
は
、
米
国
が
最
近
行
っ
た
わ
れ
わ
れ
と
の
対
話
再
開
提
案
の
本
心
が
ど
こ
に
あ
り
、
何
故
に
現
米
政
府
が
（
ク
リ
ン
ト
ン
）
前
政
権
が
つ
く
り
出
し
た
対
話
に
よ
る
核
・
ミ
サ
イ
ル
問
題
解
決
の
可
能
性
ま
で
す
べ
て
捨
て
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
白
に
示
し
て
い
る
」
と
批
判
し
た
。
声
明
は
ま
た
、「
困
苦
欠
乏
に
耐
え
て
強
力
な
攻
撃
手
段
と
防
御
手
段
を
し
っ
か
り
整
え
た
こ
と
が
、
い
か
に
ま
た
先
見
の
明
あ
る
政
策
で
あ
っ
た
か
を
改
め
て
痛
感
さ
せ
て
い
る
」
と
述
べ
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
と
の
力
の
対
決
を
想
定
し
た
軍
事
力
強
化
の
方
向
を
確
認
し

　
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
同
二
月
二
十
日
、
公
式
訪
問
し
た
ソ
ウ
ル
で
記
者
会
見
し
、
北
朝
鮮
と
の
対
話
方
針
と
「
悪
の
枢
軸
」
演
説
に
盛
り
込
ん
だ
強
硬
姿
勢
は
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
と
説
明
し
、「
わ
れ
わ
れ
に
北
朝
鮮
に
侵
攻
す
る
意
図
は
な
い
」
と
述
べ
た
。
こ
の
発
言
は
、「
悪
の
枢
軸
」
演
説
の
衝
撃
が
世
界
を
動
揺
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、「
軍
事
行
動
は
起
こ
さ
な
い
と
意
思
確
認
す
る
必
要
」
か
ら
行
わ
れ
た
と
報
道
さ
れ

（　
）
３８た
。
（　
）
３９た
。
（　
）
４０た
。
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
九
巻　
一
号 
四
四
（　
　
　
）
四
四
（
２
）　
不
信
の
論
理
―
ビ
ク
タ
ー
・
チ
ャ
論
文
　
北
朝
鮮
に
対
す
る
強
硬
路
線
を
進
め
る
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
あ
っ
て
、
穏
健
派
の
パ
ウ
エ
ル
国
務
長
官
は
、

北
朝
鮮
が
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
に
約
束
し
た
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
停
止
措
置
を
継
続
し
て
い
る

「
米
朝
枠
組
み
合
意
」
を
順
守
し
て
い
る
ー
こ
と
を
評
価
し
、
米
国
は
「
前
提
条
件
な
し
」
に
対
話
再
開
の
用
意
が
あ
る
と
の
立
場
を
維
持
し
た
。
し
か
し
、
事
実
上
、
米
側
の
一
方
的
な
前
提
条
件
で
固
め
た
交
渉
の
呼
び
か
け
は
、「
悪
の
枢
軸
」
演
説
の
後
で
は
特
に
、
儀
式
的
な
繰
り
返
し
に
過
ぎ
な
く
な
っ

ま
た
、
同
演
説
の
北
朝
鮮
関
連
部
分
を
め
ぐ
る
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
自
身
と
政
権
当
局
者
に
よ
る
説
明
や
弁
明
も
明
確
さ
を
欠
き
、「
各
方
面
で
の
混
乱
」
を
生
じ
さ
せ

　
そ
う
し
た
混
乱
に
対
応
し
、「
悪
の
枢
軸
」
演
説
に
含
意
さ
れ
た
対
北
朝
鮮
戦
略
を
明
解
に
説
明
す
る
た
め
の
理
論
構
築
を
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
准
教
授
の
ビ
ク
タ
ー
・
チ
ャ
が
行
い
注
目
さ
れ
た
。
ビ
ク
タ
ー
・
チ
ャ
は
当
時
、
朝
鮮
半
島
政
策
に
関
し
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
対
す
る
助
言
者
と
知
ら
れ
て
い
た
。
二
〇
〇
四
年
初
以
降
の
同
政
権
第
二
期
か
ら
は
、
国
家
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
の
東
ア
ジ
ア
問
題
担
当
部
長
に
就
任
し
て
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
北
朝
鮮
政
策
立
案
お
よ
び
実
行
の
責
任
者
と
な
る
。
ビ
ク
タ
ー
・
チ
ャ
は
ま
ず
、
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ズ
誌
（
二
〇
〇
二
年
五
・
六
月
号
）
に
寄
稿
し
た
論
文
「
枢
軸
に
お
け
る
朝
鮮
の
位
置
」（K
orea’s
Place
in
the
A
xis
 
                     
   
）
で
、「
強
硬
関
与
」（H
aw
k
 
  
  
E
ngagem
ent
 
      
   
）
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
第
一
期
に
お
け
る
対
北
朝
鮮
戦
略
の
目
標
と
性
格
を
説
明
し
た
。
続
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
誌
（
二
〇
〇
二
年
夏
季
号
）
に
掲
載
の
論
文
「
強
硬
関
与
と
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
予
防
防
衛
」（H
aw
k
E
ng-
 
  
   
    
agem
ent
and
Preventive
D
efense
on
th
    
                    
            e
K
orean
Peninsula
   
               
）
で
、
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ズ
論
文
を
敷
衍
し
つ
つ
、
よ
り
精
細
な
理
論
構
築
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
三
年
三
月
に
刊
行
し
た
共
著
、『
北
朝
鮮
の
核
』（N
uclear
N
orth
K
orea
 
        
      
    
）
に
お
い
て
も
、「
強
硬
関
与
」
政
策
を
正
当
化
す
る
観
点
か
ら
綿
密
な
論
考
を
展
開
し
て
い

こ
れ
ら
の
論
文
、
著
作
は
い
ず
れ
も
記
述
内
容
か
ら
明
ら
か
に
、
筆
者
と
近
い
関
係
に
あ
る
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
高
官
ら
の
思
考
と
発
想
を
基
に
ま
と
め
た
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
論
文
、
著
作
に
よ
っ
（　
）
４１た
。
（　
）
４２た
。
（　
）
４３る
。
「
第
二
の
北
朝
鮮
核
危
機
」
と
米
外
交
（
菱
木
） 
四
五
（　
　
　
）
四
五
て
明
確
化
さ
れ
た
対
北
朝
鮮
外
交
戦
略
の
方
向
と
枠
組
み
が
実
際
に
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
第
一
期
の
政
策
決
定
と
そ
の
実
践
的
展
開
の
基
軸
に
な
っ
た
こ
と
は
本
稿
の
第
三
章
、
第
四
章
に
お
け
る
検
証
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
　
ビ
ク
タ
ー
・
チ
ャ
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
始
動
し
た
対
北
朝
鮮
政
策
を
「
強
硬
関
与
」
政
策
と
規
定
し
、「
そ
れ
は
伝
統
的
な
関
与
政
策
と
は
実
際
面
よ
り
理
念
の
面
で
い
っ
そ
う
大
き
な
違
い
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。
チ
ャ
論
文
に
よ
れ
ば
、
金
大
中
政
権
や
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
当
局
者
が
理
解
す
る
関
与
政
策
と
は
、
相
手
側
に
透
明
性
と
信
頼
性
を
高
め
さ
せ
、
不
安
を
緩
和
さ
せ
る
た
め
の
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
「
強
硬
関
与
」
政
策
の
場
合
は
、
相
手
に
懲
罰
行
動
を
と
る
た
め
の
根
拠
に
使
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
内
の
強
硬
派
（haw
ks
   
  
）
は
、
関
与
政
策
に
よ
っ
て
北
朝
鮮
を
協
力
的
な
国
家
に
変
え
ら
れ
る
と
は
信
じ
て
い
な
い
。
関
与
政
策
は
む
し
ろ
、
平
壌
の
「
こ
け
脅
し
」
を
暴
露
す
る
た
め
に
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
手
段
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
と
い

伝
統
的
で
融
和
的
な
関
与
政
策
に
対
す
る
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
内
の
懐
疑
派
と
し
て
ビ
ク
タ
ー
・
チ
ャ
は
、
ポ
ー
ル
・
ウ
ォ
ル
フ
ォ
ウ
ィ
ッ
ツ
国
防
副
長
官
、
コ
ン
ド
リ
ー
サ
・
ラ
イ
ス
国
家
安
全
保
障
問
題
担
当
大
統
領
補
佐
官
（
い
ず
れ
も
当
時
）
を
例
示
し
、
二
人
と
も
「
関
与
政
策
が
究
極
的
に
成
功
す
る
と
は
ほ
と
ん
ど
信
じ
て
い
な
い
」
と
指
摘
し
て
い

こ
れ
ら
懐
疑
派
は
外
交
の
有
効
性
を
認
め
る
一
方
で
、
彼
ら
が
推
進
す
る
「
強
硬
関
与
」
政
策
の
真
の
価
値
は
、
北
朝
鮮
の
邪
悪
な
意
図
を
暴
く
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。「
邪
悪
な
意
図
」
と
は
、
北
朝
鮮
が
核
・
生
物
化
学
兵
器
開
発
の
欲
求
に
と
ど
ま
ら
ず
、
究
極
的
に
在
韓
米
軍
の
追
放
、
ソ
ウ
ル
の
政
権
転
覆
、
共
産
勢
力
支
配
に
よ
る
朝
鮮
再
統
一
を
狙
う
野
心
を
意
味
し
て
い
る
と
さ
れ

　
こ
の
よ
う
な
認
識
を
前
提
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
「
強
硬
関
与
」
政
策
の
方
向
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。
　
﹇
地
域
諸
国
連
合
の
構
築
﹈　
第
一
に
、
関
与
政
策
は
明
日
の
懲
罰
行
動
に
向
け
て
の
連
合
（coalition
for
punishm
ent
                     
   
）
を
構
築
す
る
た
め
に
最
善
の
方
法
で
あ
り
、
強
硬
派
に
と
っ
て
望
ま
し
い
戦
略
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
北
朝
鮮
に
威
圧
行
動
（coercion
        
）
を
と
る
た
め
の
必
要
条
件
は
、
平
和
解
決
の
機
会
が
消
滅
し
た
と
の
共
通
認
識
が
周
辺
地
域
諸
国
の
間
に
形
成
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
共
通
認
識
な
く
し
て
、
（　
）
４４う
。
（　
）
４５る
。
（　
）
４６る
。
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
九
巻　
一
号 
四
六
（　
　
　
）
四
六
北
朝
鮮
政
権
に
対
す
る
い
か
な
る
威
圧
行
動
も
機
能
し
な
い
。
一
九
九
四
年
、
北
朝
鮮
が
核
施
設
の
国
際
査
察
を
拒
否
し
た
際
に
米
国
は
国
連
安
保
理
で
制
裁
措
置
決
議
を
求
め
た
が
、
中
国
の
抵
抗
に
遭
っ
た
だ
け
で
な
く
、
日
本
も
時
期
尚
早
を
理
由
に
消
極
姿
勢
を
示
し
た
。
懲
罰
行
動
の
た
め
の
連
合
を
形
成
す
る
最
も
有
効
な
方
法
は
、
北
朝
鮮
に
対
し
、
協
力
す
る
な
ら
こ
れ
が
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
分
か
ら
せ
る
よ
う
な
関
与
政
策
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
当
局
者
ら
は
、
九
四
年
の
「
米
朝
枠
組
み
合
意
」
を
一
方
的
に
修
正
し
て
も
、
北
朝
鮮
が
拒
絶
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
同
盟
国
と
中
国
の
支
持
を
得
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
、
と
認
識
し
て
い

　
 
﹇
北
朝
鮮
住
民
へ
の
関
与
﹈　
強
硬
派
が
北
朝
鮮
の
体
制
を
破
壊
し
、
朝
鮮
半
島
の
統
一
を
求
め
よ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
の
準
備
の
た
め
に
関
与
政
策
が
最
も
有
効
で
あ
る
。
関
与
政
策
が
最
大
の
成
果
を
上
げ
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
北
朝
鮮
住
民
を
対
象
と
す
る
分
野
で
あ
る
。
強
硬
な
威
圧
・
孤
立
化
政
策
に
よ
っ
て
の
み
平
壌
の
政
権
を
崩
壊
さ
せ
る
な
ら
、
北
朝
鮮
住
民
は
衝
撃
を
受
け
、
長
期
に
わ
た
り
米
国
と
韓
国
を
悪
し
き
存
在
と
み
な
す
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
関
与
政
策
は
、
よ
り
思
い
や
り
の
深
い
イ
メ
ー
ジ
を
北
朝
鮮
住
民
に
伝
え
る
も
の
と
す
る
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
強
硬
な
「
悪
の
枢
軸
」
演
説
後
の
二
〇
〇
二
年
三
月
に
ソ
ウ
ル
を
訪
問
し
た
際
、
米
国
は
「
北
朝
鮮
人
民
に
対
す
る
多
大
の
共
感
を
抱
い
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
彼
ら
に
食
糧
を
提
供
し
た
い
。
同
時
に
自
由
も
与
え
た
い
」
と
表
明
し
た
の
は
有
効
な
対
住
民
関
与
政
策
の
表
れ
で
あ
っ

　
﹇
ミ
サ
イ
ル
防
衛
推
進
の
効
用
﹈　
ミ
サ
イ
ル
防
衛
（
Ｍ
Ｄ
）
の
推
進
を
支
持
す
る
強
硬
派
に
と
っ
て
も
、
関
与
政
策
は
受
け
入
れ
可
能
で
あ
る
。
関
与
政
策
が
最
大
効
果
を
持
つ
た
め
に
は

強
力
な
防
衛
力
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

関
与
政
策
は
弱
者
の
便
法
手
段
で
は
な
い
こ
と
を
北
朝
鮮
に
分
か
ら
せ
る
こ
と
―
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
推
進
は
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
関
与
政
策
の
て
こ
入
れ
と
し
て
有
力
な
方
法
で
あ

　
﹇
最
終
段
階
﹈　
関
与
政
策
に
よ
っ
て
北
朝
鮮
を
平
和
改
革
と
核
不
拡
散
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
米
国
と
同
盟
国
は
北
（　
）
４７る
。
（　
）
４８た
。
（　
）
４９る
。
「
第
二
の
北
朝
鮮
核
危
機
」
と
米
外
交
（
菱
木
） 
四
七
（　
　
　
）
四
七
朝
鮮
政
権
に
対
す
る
一
連
の
威
圧
行
動
に
出
る
こ
と
か
で
き
る
。
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
そ
れ
が
「
強
硬
関
与
」
政
策
の
最
終
段
階
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
必
要
な
政
策
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
核
不
拡
散
に
応
じ
な
い
北
朝
鮮
の
意
図
を
暴
く

同
盟
国
と
地
域
の
大
国
に
対
し
て
米
国
が
協
力
の
た
め
の
努
力
を
し
尽
く
し
た
こ
と
を
示
す

北
朝
鮮
政
権
に
対
す
る
威
圧
連
合
（the
coalition
to
coerce
the
regim
e
                                 
 
）
を
結
集
し
、
軍
事
力
と
経
済
制
裁
に
よ
り
核
不
拡
散
に
同
意
さ
せ
る
か
、
崩
壊
さ
せ
る
。
具
体
的
な
行
動
と
し
て
は
、
先
制
攻
撃
の
ほ
か
、
北
朝
鮮
か
ら
の
攻
撃
に
対
す
る
大
量
報
復
攻
撃
、
北
朝
鮮
の
沿
岸
、
国
境
地
帯
に
お
け
る
食
糧
配
給
拠
点
設
置
、
難
民
受
け
入
れ
の
保
証
措
置
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
早
期
の
半
島
統
一
も
将
来
へ
の
投
資
と
し
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ

　
よ
り
望
ま
し
く
は
あ
る
が
可
能
性
の
薄
い
選
択
肢
は
、
米
国
と
同
盟
国
の
強
い
決
意
を
示
す
威
圧
的
関
与
政
策
に
よ
り
北
朝
鮮
を
屈
服
さ
せ
現
政
権
を
追
放
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
北
朝
鮮
国
家
が
核
拡
散
の
脅
威
を
消
失
し
た
状
態
で
存
続
す
る
可
能
性
を
排
除
し
な

　
も
う
一
つ
の
選
択
肢
は
、
北
朝
鮮
政
権
に
対
す
る
孤
立
化
と
封
じ
込
め
で
あ
る
。
関
与
政
策
が
失
敗
し
た
と
き
米
国
と
同
盟
国
は
結
集
し
、
北
朝
鮮
の
軍
事
脅
威
を
封
じ
込
め
る
た
め
に
、
核
、
ミ
サ
イ
ル
関
連
物
資
の
国
内
外
へ
の
運
搬
を
阻
止
す
る
。
米
国
と
韓
国
は
ま
た
、
軍
事
体
制
の
再
編
を
行
い
長
距
離
射
程
の
攻
撃
力
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
朝
鮮
が
首
都
平
壌
防
衛
の
必
要
か
ら
前
方
展
開
兵
力
の
規
模
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
立
場
に
追
い
込
む
こ
と
も
可
能
で
あ

　
北
朝
鮮
に
対
米
関
係
改
善
の
意
思
が
あ
り
、
以
上
の
よ
う
な
威
圧
シ
ナ
リ
オ
を
回
避
し
た
い
な
ら
、
疑
惑
を
晴
ら
す
た
め
の
責
任
は
北
朝
鮮
側
に
あ
る
。
そ
の
場
合
、
北
朝
鮮
は
明
白
な
真
実
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
強
硬
派
は
た
と
え
ば
、
韓
国
の
「
包
容
政
策
」
推
進
派
が
（　
）
５０る
。
（　
）
５１い
。
（　
）
５２る
。
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
九
巻　
一
号 
四
八
（　
　
　
）
四
八
関
与
政
策
の
成
果
と
称
し
て
い
る
も
の
に
共
感
を
示
さ
な
い
。
北
朝
鮮
は
こ
れ
ま
で
真
に
値
す
る
譲
歩
を
な
に
一
つ
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
末
の
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
最
後
の
ミ
サ
イ
ル
交
渉
で
も
、
北
朝
鮮
側
は
将
来
的
な
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
の
輸
出
、
生
産
、
実
験
の
停
止
と
引
き
換
え
に
米
国
か
ら
補
償
を
取
り
付
け
よ
う
と
し
た
が
、
現
実
に
配
備
さ
れ
て
い
る
ノ
ド
ン
・
ミ
サ
イ
ル
は
交
渉
の
対
象
に
し
て
い
な
い
。
強
硬
派
は
、
こ
う
し
た
北
朝
鮮
の
姿
勢
を
、
交
渉
解
決
へ
の
真
意
を
持
た
な
い
状
況
利
用
の
ゼ
ス
チ
ャ
ー
と
判
断
し
て
い
る
。
日
韓
両
国
と
の
協
調
体
制
を
円
滑
化
す
る
た
め
に
米
国
は
、
北
朝
鮮
の
悪
し
き
行
動
に
対
し
て
「
レ
ッ
ド
・
ラ
イ
ン
」
を
は
っ
き
り
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
一
致
す
る
こ
と
こ
そ
、
懲
罰
行
動
の
た
め
の
連
合
を
可
能
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
関
与
政
策
の
信
頼
性
を
よ
り
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が

　
ビ
ク
タ
ー
・
チ
ャ
は
以
上
の
よ
う
に
「
強
硬
関
与
」
政
策
の
全
体
像
を
描
き
出
し
た
う
え
で
、「
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
自
ら
の
戦
略
路
線
を
明
確
に
し
、
よ
り
一
貫
性
を
も
っ
て
政
策
を
実
施
す
れ
ば
、
強
硬
関
与
政
策
の
批
判
勢
力
も
、
や
が
て
同
意
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
、
同
政
策
の
成
功
を
確
信
的
に
展
望
し

第
三
章　
「
強
硬
関
与
」
政
策
の
展
開
と
平
壌
の
反
発
（
１
）　
米
朝
高
官
協
議
の
遅
延
　
「
強
硬
関
与
」
戦
略
は
、
ビ
ク
タ
ー
・
チ
ャ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
北
朝
鮮
と
の
間
で
外
交
的
に
問
題
を
解
決
す
る
方
法
は
す
べ
て
試
み
た
が
機
能
せ
ず
、
懲
罰
行
動
を
選
択
す
る
ほ
か
に
道
が
な
い
」
こ
と
を
証
明
す
る
点
に
究
極
の
目
標
を
置
い
て
お
り
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
（
Ｍ
Ｄ
）
な
ど
の
強
力
な
軍
事
力
を
背
景
に
威
圧
的
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
「
関
与
」
と
い
う
表
現
を
前
面
に
据
え
て
い
る
も
の
の
、
批
判
派
か
ら
み
れ
ば
「
右
派
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
（
相
手
に
対
す
る
）
恣
意
的
な
罵
倒
に
よ
っ
て
、
真
剣
な
平
和
構
築
の
努
力
を
（　
）
５３る
。
（　
）
５４た
。
「
第
二
の
北
朝
鮮
核
危
機
」
と
米
外
交
（
菱
木
） 
四
九
（　
　
　
）
四
九
妨
げ
る
典
型
的
な
ケ
ー
ス
」
で
あ
り
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
対
し
て
は
「
外
交
に
よ
る
前
進
の
機
会
を
阻
止
し
、
北
朝
鮮
と
の
交
渉
を
志
向
す
る
同
盟
国
、
韓
国
を
困
難
な
立
場
に
追
い
や
っ
て
い
る
」
と
の
酷
評
も
行
わ
れ

　
「
悪
の
枢
軸
」
演
説
か
ら
三
カ
月
後
の
二
〇
〇
二
年
四
月
三
十
日
、
米
国
務
省
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
、「
北
朝
鮮
の
国
連
代
表
部
か
ら
協
議
開
始
の
用
意
が
あ
る
と
の
通
告
を
受
け
た
」
と
発
表
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
米
国
は
協
議
日
程
な
ど
の
詳
細
を
検
討
す
る
方
針
で
あ
る
と
明
ら
か
に
し

米
朝
協
議
を
希
望
す
る
北
朝
鮮
の
意
向
は
、
こ
れ
よ
り
先
の
四
月
六
日
、
平
壌
訪
問
か
ら
ソ
ウ
ル
に
帰
任
し
た
林
東
源
大
統
領
特
別
補
佐
官
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
。
金
正
日
総
書
記
は
林
特
使
に
対
し
、「
米
国
と
の
協
議
に
積
極
的
に
応
じ
、
米
高
官
の
平
壌
訪
問
を
受
け
入
れ
る
」
と
表
明
し
た
と
い
う
。
北
朝
鮮
の
意
向
を
米
政
府
に
伝
達
す
る
た
め
に
同
四
月
下
旬
に
訪
米
し
た
崔
成
泓
外
交
通
商
相
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
と
の
会
見
で
、
平
壌
入
り
し
た
林
東
源
特
使
と
金
正
日
総
書
記
と
の
や
り
取
り
を
詳
細
に
紹
介
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
林
特
使
は
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
つ
い
て
、
と
く
に
右
派
の
動
向
を
重
視
す
る
必
要
性
を
説
き
、
同
政
権
は

「
不
法
な
体
制
」
の
国
家
に
よ
る
大
量
破
壊
兵
器
の
開
発
を
許
容
し
な
い

外
交
解
決
を
望
ん
で
い
る
が
、
外
交
が
失
敗
す
れ
ば
軍
事
力
の
行
使
も
あ
り
得
る
し
、
北
朝
鮮
は
そ
の
標
的
リ
ス
ト
に
載
せ
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
ー
と
金
正
日
総
書
記
に
助
言
し

　
崔
外
交
通
商
相
に
よ
る
と
、
林
特
使
は
八
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
金
大
中
大
統
領
の
親
書
を
携
行
し
、
五
時
間
に
わ
た
り
金
正
日
総
書
記
と
話
し
合
っ
た
。
金
大
中
大
統
領
の
勧
告
は
受
け
入
れ
ら
れ
、「
通
常
の
瀬
戸
際
外
交
で
は
対
米
交
渉
の
成
果
が
期
待
で
き
な
い
」
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
と
い

北
朝
鮮
側
に
威
圧
を
与
え
米
側
の
条
件
で
協
議
に
応
じ
さ
せ
る
と
い
う
米
「
強
硬
関
与
」
戦
略
は
、
こ
の
時
点
で
有
効
な
展
開
を
始
め
る
か
に
み
え
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
側
が
米
朝
高
官
協
議
へ
の
対
応
策
を
ま
と
め
ら
れ
ず
開
催
日
程
を
確
定
で
き
な
い
事
態
が
生
じ
た
。「
ア
メ
と
ム
チ
」
の
使
い
分
け
を
軸
と
す
る
強
硬
姿
勢
の
方
向
は
既
定
路
線
化
さ
れ
た
も
の
の
、「
強
硬
」
の
程
度
、
範
囲
を
め
ぐ
っ
て
、
政
権
内
の
見
解
に
混
乱
が
生
じ
た
た
め
で
あ
る
。
米
朝
高
官
協
議
を
所
管
す
る
国
務
省
を
例
に
と
っ
て
も
、
国
防
総
省
首
脳
陣
と
連
携
す
（　
）
５５た
。
（　
）
５６た
。
（　
）
５７た
。
（　
）
５８う
。
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
九
巻　
一
号 
五
○
（　
　
　
）
五
○
る
最
強
硬
派
の
ボ
ル
ト
ン
次
官
（
軍
縮
管
理
担
当
）
ら
と
、
穏
健
で
慎
重
な
立
場
を
と
る
北
朝
鮮
担
当
特
使
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
プ
リ
チ
ャ
ー
ド
（Jack
Prichard
             
）
が
意
見
を
異
に
し
て
い

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
六
月
四
日
の
記
者
会
見
で
、
米
政
府
の
対
北
朝
鮮
政
策
が
ま
だ
定
立
し
て
い
な
い
た
め
、
プ
リ
チ
ャ
ー
ド
特
使
の
平
壌
訪
問
が
遅
れ
て
い
る
と
弁
明
し

　
こ
れ
に
関
連
し
北
朝
鮮
外
務
省
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
同
六
日
、
朝
鮮
中
央
通
信
の
質
問
に
対
し
、
米
朝
高
官
協
議
の
開
催
提
案
は
実
際
は
北
朝
鮮
側
か
ら
で
は
な
く
、
米
側
か
ら
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
米
側
が
直
接
特
使
を
平
壌
に
派
遣
し
て
対
話
再
開
の
方
針
に
関
連
す
る
説
明
を
す
る
と
言
う
の
で
、
去
る
四
月
末
、
そ
れ
に
同
意
し
、
特
使
を
受
け
入
れ
て
説
明
を
聞
く
こ
と
に
し
た
」
と
述
べ
、
北
朝
鮮
側
か
ら
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
威
圧
を
恐
れ
て
協
議
開
催
を
希
望
し
た
な
ど
と
す
る
米
側
の
言
説
を
否
定
し

　
そ
の
後
、
米
政
府
は
同
六
月
二
十
八
日
、

米
朝
高
官
協
議
を
七
月
に
開
催
す
る

平
壌
派
遣
の
米
高
官
を
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ケ
リ
ー
国
務
次
官
補
（
東
ア
ジ
ア
担
当
）
と
す
る
ー
と
発
表
し
た
。
し
か
し
そ
の
直
後
の
六
月
末
に
発
生
し
た
東
シ
ナ
海
に
お
け
る
南
北
境
界
線
を
め
ぐ
る
艦
船
銃
撃
戦
事
件
を
理
由
に
、
米
政
府
は
ケ
リ
ー
特
使
の
平
壌
派
遣
を
中
止
し
た
。
北
朝
鮮
外
務
省
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
七
月
二
十
六
日
、「
米
側
が
対
話
再
開
の
立
場
を
説
明
す
る
た
め
に
特
使
を
派
遣
し
た
い
と
提
起
し
て
き
た
こ
と
に
対
し
わ
れ
わ
れ
は
同
意
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
の
立
場
を
繰
り
返
し
主
張
し
た
う
え
で
、
今
後
、
条
件
が
整
い
米
側
が
再
び
特
使
を
送
る
と
い
う
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
一
貫
し
た
立
場
で
応
じ
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
、
基
本
的
に
米
朝
高
官
協
議
を
歓
迎
す
る
意
思
を
確
認
し
て
い

　
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
米
朝
高
官
協
議
へ
の
基
幹
的
な
体
制
整
備
に
手
間
取
る
一
方
で
、
同
三
月
二
十
日
に
は
、
北
朝
鮮
が
核
施
設
の
凍
結
を
約
束
し
た
「
米
朝
枠
組
み
合
意
」
を
順
守
し
て
い
る
と
は
証
明
で
き
な
い
、
と
す
る
厳
し
い
年
次
報
告
書
を
議
会
に
送
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
北
朝
鮮
の
合
意
順
守
を
議
会
に
報
告
し
て
き
た
ク
リ
ン
ト
ン
前
政
権
の
関
与
路
線
か
ら
の
明
白
な
離
脱
で
あ
る
と
受
け
取
ら
れ

同
合
意
に
基
づ
く
北
朝
鮮
へ
の
重
油
供
給
は
不
本
意
な
が
ら
継
続
す
る
方
針
を
年
次
報
告
書
の
中
で
確
認
し
た
も
の
の
、「
米
朝
枠
組
み
合
意
」
自
体
を
否
定
（　
）
５９た
。
（　
）
６０た
。
（　
）
６１た
。
（　
）
６２る
。
（　
）
６３た
。
「
第
二
の
北
朝
鮮
核
危
機
」
と
米
外
交
（
菱
木
） 
五
一
（　
　
　
）
五
一
的
に
と
ら
え
る
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
「
強
硬
関
与
」
の
姿
勢
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
。
（
２
）　
南
北
、
日
朝
関
係
改
善
の
対
米
衝
撃
　
ビ
ク
タ
ー
・
チ
ャ
は
「
強
硬
関
与
」
政
策
の
遂
行
上
、
と
く
に
関
係
同
盟
国
と
の
連
携
体
制
、
す
な
わ
ち
米
日
韓
三
国
に
よ
る
対
北
朝
鮮
包
囲
網
の
維
持
、
強
化
が
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い

米
日
韓
連
携
は
も
と
も
と
、
九
九
年
の
ペ
リ
ー
報
告
に
基
づ
き
融
和
的
関
与
政
策
を
推
進
す
る
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
三
国
の
政
策
調
整
グ
ル
ー
プ
（
Ｔ
Ｃ
Ｏ
Ｇ
）
会
合
を
軸
に
、
統
一
的
な
対
北
融
和
路
線
の
追
求
を
目
的
と
し
て
い
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
の
南
北
首
脳
会
談
が
実
現
し
、「
南
北
共
同
宣
言
」
の
調
印
が
行
わ
れ
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
続
い
て
同
年
十
月
に
は
趙
明
禄
北
朝
鮮
特
使
の
訪
米
に
よ
る
「
米
朝
共
同
声
明
」
発
表
と
、
オ
ル
ブ
ラ
イ
米
国
務
長
官
の
平
壌
訪
問
お
よ
び
金
正
日
総
書
記
と
の
会
談
が
実
現
し
、
懸
案
の
米
朝
ミ
サ
イ
ル
交
渉
も
進
展
に
向
け
て
動
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
　
日
朝
関
係
も
好
転
し
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
に
は
日
朝
友
好
議
員
連
盟
が
発
足
、
三
月
の
日
朝
赤
十
字
会
談
を
経
て
四
月
五
日
か
ら
七
日
に
か
け
、
七
年
半
ぶ
り
の
第
九
回
日
朝
国
交
正
常
化
交
渉
が
平
壌
で
、
第
十
回
交
渉
が
八
月
二
十
二
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
り
東
京
・
千
葉
で
、
第
十
一
回
交
渉
が
十
月
三
十
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
北
京
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
日
本
政
府
は
十
月
六
日
に
五
十
万
ト
ン
の
コ
メ
支
援
を
決
定
す
る
な
ど
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
退
場
を
前
に
、
日
米
韓
の
対
北
朝
鮮
関
与
政
策
は
、
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
大
き
く
前
進
し

　
し
か
し
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
よ
る
「
強
硬
関
与
」
路
線
へ
の
転
換
過
程
で
、
米
日
韓
三
国
の
連
携
体
制
は
ひ
び
割
れ
を
起
こ
す
。
韓
国
と
日
本
は
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
協
調
姿
勢
を
示
し
つ
つ
も
、
北
朝
鮮
に
対
し
て
従
来
ど
お
り
融
和
的
関
与
政
策
の
継
続
を
指
向
し
て
い
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
（　
）
６４る
。
（　
）
６５た
。 ＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
九
巻　
一
号 
五
二
（　
　
　
）
五
二
権
は
日
韓
両
国
の
そ
う
し
た
姿
勢
が
「
強
硬
関
与
」
路
線
を
弱
め
る
も
の
と
し
て
危
機
意
識
を
抱
き
出
す
。
二
〇
〇
二
年
四
月
、
韓
国
は
北
朝
鮮
と
の
間
で
合
意
し
た
南
北
間
の
鉄
道
連
結
工
事
と
、
韓
国
企
業
約
一
千
社
の
進
出
が
予
定
さ
れ
る
北
朝
鮮
側
の
開
城
工
業
団
地
建
設
の
た
め
、
非
武
装
地
帯
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
地
雷
の
撤
去
に
つ
い
て
米
側
に
承
認
を
求
め
た
。
し
か
し
米
側
は
南
北
間
の
雪
解
け
機
運
に
強
く
反
対
し
た
。
ま
た
、
米
国
の
ラ
イ
セ
ン
ス
技
術
や
軍
事
目
的
に
使
わ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
技
術
の
北
朝
鮮
側
へ
の
導
入
を
制
限
し
、
開
城
工
業
団
地
計
画
自
体
を
阻
止
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
厳
し
い
米
韓
の
外
交
対
立
が
続
い
た
後
、
同
年
夏
に
金
大
中
大
統
領
が
直
接
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
懇
請
し
た
結
果
、
米
国
防
総
省
は
同
九
月
十
二
日
、
し
ぶ
し
ぶ
地
雷
撤
去
に
同
意
し
て
い

　
加
え
て
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
日
本
の
小
泉
首
相
が
二
〇
〇
二
年
夏
、
自
ら
の
訪
朝
を
電
撃
的
に
明
ら
か
に
し
、
単
独
で
北
朝
鮮
と
の
融
和
政
策
に
大
き
く
踏
み
切
っ
た
こ
と
に
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
。
小
泉
首
相
は
同
八
月
三
十
日
、
日
朝
国
交
正
常
化
を
め
ざ
し
九
月
十
七
日
に
平
壌
を
訪
問
す
る
と
公
表
し
た
。
日
朝
両
国
は
二
〇
〇
一
年
末
か
ら
、
外
務
省
の
田
中
均
ア
ジ
ア
太
平
洋
局
長
（
当
時
）
が
北
朝
鮮
側
と
秘
密
接
触
を
重
ね
、
首
相
訪
朝
の
準
備
工
作
を
続
け
て
い
た
。
そ
の
過
程
で
同
八
月
十
八
、
十
九
の
両
日
に
平
壌
で
日
朝
赤
十
字
会
談
、
同
二
十
五
、
二
十
六
の
両
日
に
は
平
壌
で
田
中
局
長
参
加
の
日
朝
外
務
省
局
長
級
会
談
が
開
か
れ
、
国
交
正
常
化
交
渉
の
早
期
開
催
で
合
意
し
、
日
朝
首
脳
会
談
へ
の
事
前
準
備
が
整
っ

　
約
九
ヶ
月
間
に
及
ぶ
日
朝
秘
密
接
触
に
つ
い
て
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
詳
細
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。
米
政
府
当
局
者
と
し
て
初
め
て
小
泉
訪
朝
計
画
を
知
っ
た
の
は
訪
日
中
の
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
国
務
副
長
官
で
、
公
式
発
表
の
三
日
前
の
同
八
月
二
十
八
日
に
小
泉
首
相
と
会
談
し
た
際
に
通
告
さ
れ
た
。
小
泉
首
相
は
訪
朝
に
つ
い
て
米
側
の
了
承
を
求
め
な
か
っ
た
。
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
副
長
官
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
重
大
な
懸
念
を
抱
き
始
め
て
い
た
北
朝
鮮
の
高
濃
縮
ウ
ラ
ン
（
Ｈ
Ｅ
Ｕ
）
計
画
疑
惑
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
し
か
し
小
泉
首
相
は
訪
朝
計
画
を
中
止
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ

ハ
ワ
ー
ド
・
ベ
ー
カ
ー
駐
日
米
大
使
も
訪
朝
寸
前
の
小
泉
首
相
に
、
米
情
報
機
関
が
つ
か
ん
だ
新
た
な
北
朝
鮮
の
Ｈ
Ｅ
Ｕ
計
（　
）
６６る
。
（　
）
６７た
。
（　
）
６８た
。
「
第
二
の
北
朝
鮮
核
危
機
」
と
米
外
交
（
菱
木
） 
五
三
（　
　
　
）
五
三
画
疑
惑
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
当
時
、
小
泉
訪
朝
に
ど
れ
ほ
ど
の
懸
念
を
伝
え
た
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
訪
朝
に
当
た
っ
て
は
少
な
く
と
も
、
核
問
題
で
厳
し
く
金
正
日
総
書
記
を
追
及
す
る
よ
う
小
泉
首
相
に
期
待
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ

　
小
泉
訪
朝
に
伴
い
、
同
九
月
十
七
日
に
調
印
さ
れ
た
日
朝
共
同
宣
言
は
第
四
項
で
、
朝
鮮
半
島
の
核
問
題
の
包
括
的
な
解
決
の
た
め

関
連
す
る
す
べ
て
の
国
際
的
合
意
の
順
守

核
問
題
お
よ
び
ミ
サ
イ
ル
問
題
を
含
む
安
全
保
障
上
の
諸
問
題
で
関
係
各
国
間
の
対
話
促
進
に
よ
る
解
決

北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
停
止
措
置
を
二
〇
〇
三
年
以
降
も
延
長
ー
を
う
た
っ
た
。
し
た
が
っ
て
小
泉
首
相
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
意
向
も
一
応
、
首
脳
会
談
の
成
果
に
組
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
金
正
日
総
書
記
は
小
泉
首
相
に
対
し
、
核
問
題
は
日
朝
間
で
は
な
く
米
朝
間
の
問
題
で
あ
る
と
く
ぎ
を
差
し
、
小
泉
訪
朝
以
後
、
い
っ
そ
う
対
米
批
判
の
主
張
を
強
め
た
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
平
壌
が
ワ
シ
ン
ト
ン
に
対
す
る
基
本
的
な
政
治
公
約
に
違
背
し
つ
つ
、
米
国
の
最
も
重
要
な
同
盟
国
で
あ
る
日
本
の
強
力
な
経
済
支
援
に
期
待
し
て
関
係
正
常
化
へ
門
戸
を
開
い
た
と
受
け
止
め
た
。
朝
鮮
半
島
に
対
す
る
米
政
策
は
他
国
の
政
策
に
次
第
に
締
め
出
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
平
壌
は
米
国
の
利
益
を
犠
牲
に
し
、
秘
密
の
Ｈ
Ｅ
Ｕ
開
発
計
画
の
代
価
を
払
う
こ
と
な
し
に
国
際
社
会
へ
の
突
破
口
を
開
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
そ
の
よ
う
に
確
信
し
た
と
、
米
海
軍
大
学
の
戦
略
研
究
部
長
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ポ
ラ
ッ
ク
は
論
文
の
中
で
指
摘
し
て
い

（
３
）　
濃
縮
ウ
ラ
ン
計
画
疑
惑
の
追
及
　
急
激
に
高
ま
っ
た
危
機
感
を
背
景
に
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
政
権
発
足
以
来
一
年
半
以
上
に
わ
た
り
停
止
状
態
を
続
け
る
米
朝
高
官
協
議
の
立
ち
上
げ
を
急
い
だ
。
小
泉
訪
朝
の
一
週
間
後
、
同
九
月
二
十
五
日
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
報
道
官
は
、
ケ
リ
ー
国
務
次
官
補
が
十
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
平
壌
を
訪
問
す
る
と
発
表
し
た
。
ま
た
米
政
府
当
局
者
ら
は
、
二
〇
〇
一
年
六
月
に
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
対
話
再
開
の
新
方
針
と
し
て
打
（　
）
６９る
。
（　
）
７０る
。
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
九
巻　
一
号 
五
四
（　
　
　
）
五
四
ち
出
し
、
北
朝
鮮
側
が
拒
否
し
て
い
る
核
、
ミ
サ
イ
ル
、
通
常
戦
力
な
ど
の
包
括
的
な
議
題
に
つ
い
て
討
議
が
行
わ
れ
る
と
の
見
通
し
を
示
し

　
し
か
し
平
壌
入
り
し
た
ケ
リ
ー
次
官
補
は
、
米
政
府
が
事
前
に
公
表
し
て
い
な
か
っ
た
厳
し
い
対
決
姿
勢
の
任
務
を
帯
び
て
い
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
上
層
部
の
指
示
に
従
い
、
ケ
リ
ー
次
官
補
は
北
朝
鮮
側
に
よ
る
「
米
朝
枠
組
み
合
意
」
違
反
を
厳
し
く
非
難
し
、「
米
国
は
今
や
関
与
政
策
を
と
る
た
め
の
前
提
条
件
が
あ
る
」
と
し
て
、
濃
縮
ウ
ラ
ン
計
画
の
即
時
放
棄
を
要
求
し
た
。
し
か
し
ケ
リ
ー
次
官
補
は
Ｈ
Ｅ
Ｕ
計
画
の
存
在
を
示
す
確
た
る
証
拠
を
協
議
相
手
の
金
桂
冠
外
務
次
官
に
突
き
つ
け
た
わ
け
で
は
な
く
、「
米
国
は
計
画
が
精
力
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
事
実
を
知
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
国
際
条
約
に
対
す
る
重
大
な
違
反
行
為
で
あ
る
と
し
て
、
責
任
を
追
及
し
た
の
で
あ
っ

　
ケ
リ
ー
次
官
補
の
証
言
に
よ
る
と
、
金
桂
冠
次
官
は
激
怒
し
て
、
核
兵
器
製
造
目
的
の
Ｈ
Ｅ
Ｕ
計
画
の
存
在
を
否
定
し
、「
米
国
の
で
っ
ち
上
げ
」
だ
と
反
論
し
た
。
さ
ら
に
ケ
リ
ー
証
言
に
よ
れ
ば
、
米
朝
協
議
の
最
後
の
会
合
に
出
席
し
た
金
正
日
総
書
記
の
側
近
、
姜
錫
柱
第
一
外
務
次
官
は
し
か
し
、
北
朝
鮮
が
Ｈ
Ｅ
Ｕ
計
画
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
明
白
に
認
め
、「
米
朝
枠
組
み
」
合
意
は
無
効
化
し
た
と
の
認
識
を
示
し
た
。
姜
第
一
次
官
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
も
た
ら
し
た
責
任
は
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
あ
る
と
非
難
し
た
。
し
か
し
計
画
は
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
発
足
よ
り
か
な
り
以
前
に
始
ま
っ
た
、
と
ケ
リ
ー
次
官
が
指
摘
す
る
と
、
反
論
は
し
な
か
っ
た
と
い

　
国
務
省
は
米
朝
高
官
協
議
の
衝
撃
的
な
内
容
を
直
ち
に
は
公
表
せ
ず
、
同
十
月
十
六
日
の
記
者
会
見
で
よ
う
や
く
明
ら
か
に
し
た
。
公
表
延
期
の
理
由
は
、
議
会
で
審
議
中
だ
っ
た
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
対
イ
ラ
ク
戦
争
政
策
に
対
す
る
承
認
決
議
が
支
障
な
く
可
決
さ
れ
る
の
を
待
つ
た
め
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
実
際
、
同
十
六
日
に
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
承
認
決
議
の
署
名
を
し
た
わ
ず
か
数
時
間
後
に
、
北
朝
鮮
の
Ｈ
Ｅ
Ｕ
計
画
を
暴
露
す
る
発
表
が
行
わ
れ

バ
ウ
チ
ャ
ー
国
務
省
報
道
官
は
声
明
で
北
朝
鮮
が
核
兵
器
用
の
Ｈ
Ｅ
Ｕ
計
画
を
秘
密
裏
に
進
め
て
い
る
と
指
摘
し
、「
米
朝
枠
組
み
合
意
」
お
よ
び
核
拡
散
防
止
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
へ
の
重
大
な
違
反
行
為
で
あ
る
と
非
難
し
た
。
そ
し
て
「
平
和
を
求
め
る
（　
）
７１た
。
（　
）
７２た
。
（　
）
７３う
。
（　
）
７４た
。
「
第
二
の
北
朝
鮮
核
危
機
」
と
米
外
交
（
菱
木
） 
五
五
（　
　
　
）
五
五
国
は
北
朝
鮮
の
挑
発
に
効
果
的
に
対
処
す
べ
き
だ
」
と
強
調
し
た
。
声
明
に
は
明
ら
か
に
、
米
「
強
硬
関
与
」
路
線
の
枠
か
ら
逸
脱
す
る
よ
う
な
南
北
和
解
の
接
触
や
性
急
な
日
朝
交
渉
の
展
開
に
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
、
米
日
韓
連
携
の
軌
道
を
正
そ
う
と
す
る
狙
い
が
込
め
ら
れ
て
い

　
Ｈ
Ｅ
Ｕ
計
画
問
題
に
関
す
る
米
側
の
発
表
内
容
と
、
北
朝
鮮
当
局
者
ら
の
説
明
内
容
に
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
実
際
に
北
朝
鮮
が
Ｈ
Ｅ
Ｕ
開
発
を
推
進
中
で
あ
る
と
は
必
ず
し
も
断
定
で
き
な
い
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
ド
ナ
ル
ド
・
グ
レ
ッ
グ
元
駐
韓
米
大
使
と
と
も
に
同
十
一
月
二
日
か
ら
五
日
ま
で
平
壌
入
り
し
た
ド
ン
・
オ
ー
バ
ー
ド
ー
フ
ァ
ー
が
十
一
月
初
め
に
金
桂
冠
外
務
次
官
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
平
壌
で
の
米
朝
高
官
協
議
の
コ
ー
ヒ
ー
・
ブ
レ
イ
ク
の
時
間
に
ケ
リ
ー
次
官
補
が
切
り
出
し
た
Ｈ
Ｅ
Ｕ
問
題
は
、
北
朝
鮮
側
の
高
官
ら
の
間
で
大
き
な
論
議
を
呼
び
起
こ
し
た
。
高
官
ら
は
終
夜
の
会
議
の
後
、
翌
日
、
激
し
い
言
葉
で
逆
襲
を
行
っ
た
。
姜
錫
柱
第
一
外
務
次
官
は
ケ
リ
ー
次
官
補
に
対
し
、
北
朝
鮮
は
強
ま
る
米
国
の
脅
威
に
直
面
し
て
国
家
の
安
全
を
守
る
た
め
「
核
兵
器
を
保
有
す
る
権
利
を
有
す
る
」
（entitled
to
have
nuclear
w
eapons
                          
      
）
と
述
べ
た
。 
米
側
は
こ
の
姜
発
言
を
検
討
し
、
核
兵
器
用
の
Ｈ
Ｅ
Ｕ
開
発
の
事
実
を
認
め
た
も
の
と
解
釈
し
た
の
で
あ

　
オ
ー
バ
ー
ド
ー
フ
ァ
ー
が
平
壌
で
会
っ
た
北
朝
鮮
当
局
者
ら
は
、
秘
密
裏
の
Ｈ
Ｅ
Ｕ
開
発
を
し
て
い
な
い
と
は
言
明
せ
ず
、
姜
第
一
外
務
次
官
の
「
核
兵
器
保
有
の
権
利
」
発
言
は
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
敵
意
へ
の
対
抗
措
置
で
あ
る
と
だ
け
説
明
し
た
。
北
朝
鮮
当
局
者
ら
は
ま
た
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
発
足
前
か
ら
Ｈ
Ｅ
Ｕ
計
画
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、「
肯
定
も
否
定
も
し
な
い
」
方
針
で
あ
る
と
述
べ
た
。
姜
第
一
外
務
次
官
は
、「
米
朝
枠
組
み
合
意
」
は
風
前
の
灯
の
状
態
に
あ
る
が
、
平
壌
側
は
ま
だ
無
効
に
な
っ
た
と
は
考
え
て
い
な
い
と
強
調
し

　
先
述
し
た
よ
う
に
、
平
壌
で
の
米
朝
高
官
会
議
で
、
ケ
リ
ー
次
官
補
が
北
朝
鮮
側
の
Ｈ
Ｅ
Ｕ
開
発
計
画
に
つ
い
て
具
体
的
で
確
実
な
証
拠
を
突
き
つ
け
た
わ
け
で
な
い
。
北
朝
鮮
外
務
省
が
十
月
二
十
五
日
に
発
表
し
た
声
明
は
、
そ
の
点
を
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
米
特
使
は
、
何
の
事
実
資
料
も
な
し
に
、
わ
れ
わ
れ
が
核
兵
器
製
造
を
目
的
に
濃
縮
ウ
ラ
ン
計
画
を
推
進
し
て
、
朝
米
基
本
合
意
文
（
米
（　
）
７５た
。
（　
）
７６る
。
（　
）
７７た
。
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
九
巻　
一
号 
五
六
（　
　
　
）
五
六
朝
枠
組
み
合
意
）
に
違
反
し
て
い
る
と
言
い
が
か
り
を
つ
け
、
そ
れ
を
中
止
し
な
け
れ
ば
朝
米
対
話
も
あ
り
得
な
い
し
、
特
に
朝
日
関
係
や
北
南
関
係
も
破
局
状
態
に
陥
る
だ
ろ
う
と
断
言
し
た
…
…
こ
う
し
た
強
盗
さ
な
が
ら
の
論
理
が
わ
れ
わ
れ
に
通
じ
る
と
思
っ
た
な
ら
、
そ
れ
は
米
国
の
誤
算
で
あ

　
Ｈ
Ｅ
Ｕ
計
画
に
関
す
る
ケ
リ
ー
次
官
補
の
論
拠
は
、
米
朝
高
官
会
議
の
後
で
同
十
一
月
に
議
会
に
提
出
さ
れ
た
米
中
央
情
報
局
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
報
告
書
の
内
容
を
基
に
し
て
い
た
。
ポ
ラ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
報
告
書
は
北
朝
鮮
の
Ｈ
Ｅ
Ｕ
開
発
に
関
し
て
特
に
重
要
な
要
素
が
見
落
と
さ
れ
て
い
た
。
報
告
書
は
、
遠
心
分
離
施
設
の
建
設
は
二
〇
〇
一
年
に
始
ま
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。
北
朝
鮮
が
同
年
、
大
量
の
遠
心
分
離
用
の
関
連
機
材
を
入
手
し
よ
う
と
試
み
た
こ
と
が
そ
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
。
報
告
書
は
「
北
朝
鮮
が
兵
器
用
の
濃
縮
ウ
ラ
ン
を
生
産
で
き
る
工
場
を
建
設
中
で
、
完
全
稼
動
体
制
が
で
き
れ
ば
年
二
個
以
上
の
核
兵
器
を
製
造
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
と
の
判
断
を
示
し
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
米
情
報
機
関
の
当
局
者
ら
は
、
北
朝
鮮
が
核
兵
器
用
の
濃
縮
ウ
ラ
ン
開
発
計
画
を
決
め
た
と
し
て
も
、
な
お
そ
の
実
現
に
は
大
き
な
障
害
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
高
度
の
濃
縮
ウ
ラ
ン
技
術
を
購
入
で
き
る
国
際
市
場
は
存
在
す
る
も
の
の
、
北
朝
鮮
が
そ
の
よ
う
な
最
先
端
技
術
の
施
設
を
入
手
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
見
方
で
あ

　
ま
た
核
兵
器
に
関
す
る
権
威
あ
る
米
専
門
家
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ガ
ー
ウ
ィ
ン
に
よ
れ
ば
、
ウ
ラ
ン　
に
よ
る
核
兵
器
製
造
に
は
、
高
性
能
の
２３５
遠
心
分
離
器
千
三
百
基
を
休
み
な
く
稼
動
さ
せ
、
約
三
年
間
、
十
分
な
核
分
裂
物
資
を
蓄
積
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
ポ
ラ
ッ
ク
は
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
分
析
は
正
確
さ
を
欠
き
、
論
拠
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
基
準
に
高
濃
縮
ウ
ラ
ン
計
画
に
か
か
わ
る
北
朝
鮮
の
能
力
と
究
極
の
目
的
を
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
指
摘
し
て
い

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
不
十
分
な
状
況
証
拠
に
よ
り
北
朝
鮮
の
Ｈ
Ｅ
Ｕ
開
発
疑
惑
を
追
及
し
よ
う
と
試
み
た
理
由
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
北
朝
鮮
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
か
ら
「
悪
の
枢
軸
国
」
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
こ
と
に
反
発
し
つ
つ
も
、
基
本
的
に
は
（　
）
７８る
。」
（　
）
７９る
。
（　
）
８０る
。
「
第
二
の
北
朝
鮮
核
危
機
」
と
米
外
交
（
菱
木
） 
五
七
（　
　
　
）
五
七
米
国
と
の
関
与
関
係
再
構
築
に
期
待
を
つ
な
い
で
い
た
。
韓
国
、
日
本
と
の
関
係
改
善
だ
け
で
な
く
、
二
〇
〇
二
年
七
月
末
に
は
ブ
ル
ネ
イ
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｒ
Ｆ
）
に
出
席
し
た
北
朝
鮮
の
白
南
淳
外
相
が
パ
ウ
エ
ル
米
国
務
長
官
と
非
公
式
接
触
し
、
対
話
再
開
で
合
意
す
る
な
ど
、
米
日
韓
三
国
と
の
接
触
に
顕
著
な
意
欲
を
伺
わ
せ
て
い
た
。
米
外
交
問
題
評
議
会
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
レ
ー
ニ
ー
ら
は
、
二
〇
〇
二
年
夏
に
か
け
て
の
北
朝
鮮
の
動
向
に
つ
い
て
「
こ
の
数
十
年
間
で
、
朝
鮮
半
島
が
も
っ
と
も
希
望
の
も
て
る
変
化
の
方
向
へ
進
み
つ
つ
あ
る
兆
し
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
自
ら
の
欲
求
で
あ
れ
、
必
要
上
か
ら
で
あ
れ
、
北
朝
鮮
は
つ
い
に
米
国
、
韓
国
、
日
本
の
懸
念
に
応
え
だ
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
同
じ
く
重
要
な
の
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ソ
ウ
ル
、
東
京
の
相
互
離
反
を
策
し
、
い
ず
れ
か
一
つ
の
懸
念
だ
け
に
応
え
、
他
の
二
つ
に
は
無
視
の
態
度
を
と
る
と
い
う
従
来
の
政
策
を
放
棄
し
た
か
に
か
み
え
た
こ
と
だ
」
と
評
価
し
て
い

　
北
朝
鮮
の
主
目
標
は
な
に
よ
り
も
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
末
期
に
具
現
さ
れ
た
対
等
で
融
和
的
な
米
朝
関
与
関
係
の
よ
り
前
進
的
な
再
構
築
で
あ
り
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
対
し
て
は
、「
強
硬
関
与
」
路
線
の
撤
回
を
促
す
、
と
の
意
思
表
示
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
し
か
し
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
側
か
ら
み
れ
ば
、
米
国
に
「
強
硬
関
与
」
路
線
の
放
棄
を
迫
り
日
本
、
韓
国
と
の
関
係
正
常
化
を
め
ざ
す
平
壌
の
積
極
策
は
、
そ
れ
が
効
を
奏
し
つ
つ
あ
る
と
み
ら
れ
た
だ
け
に
、
き
わ
め
て
危
険
だ
と
判
断
さ
れ
た
。「
強
硬
関
与
」
の
セ
オ
リ
ー
に
よ
れ
ば
ま
さ
に
、
米
国
に
反
抗
す
る
北
朝
鮮
の
隠
さ
れ
た
真
意
を
暴
露
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
平
壌
で
の
米
朝
高
官
協
議
で
ケ
リ
ー
次
官
補
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
上
層
部
の
指
示
に
よ
っ
て
、
証
拠
不
十
分
の
Ｈ
Ｅ
Ｕ
開
発
疑
惑
を
厳
し
く
追
及
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
北
朝
鮮
側
は
、
米
「
強
硬
関
与
」
路
線
に
対
し
て
警
戒
姿
勢
を
一
層
強
め
、
次
の
よ
う
な
声
明
を
出
し
て
対
決
へ
の
方
向
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
「
わ
れ
わ
れ
は
米
国
と
も
敵
対
関
係
を
根
源
的
に
解
消
し
、
平
等
な
立
場
で
懸
案
問
題
を
解
決
で
き
る
と
い
う
期
待
感
を
も
っ
て
、
最
近
、
米
大
統
領
特
使
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
遺
憾
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
特
使
の
訪
問
を
通
じ
て
、
わ
れ
わ
れ
を
力
で
圧
殺
し
、
朝
（　
）
８１る
。 ＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
九
巻　
一
号 
五
八
（　
　
　
）
五
八
鮮
半
島
と
北
東
ア
ジ
ア
地
域
で
の
肯
定
的
な
情
勢
の
発
展
を
逆
転
さ
せ
よ
う
と
す
る
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
敵
対
的
な
企
図
が
絶
頂
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
　
し
か
し
声
明
は
一
方
で
、

米
国
に
よ
る
北
朝
鮮
の
自
主
権
尊
重

米
朝
不
可
侵
条
約
の
締
結

北
朝
鮮
の
経
済
発
展
に
対
す
る
妨
害
中
止
―
―
を
米
朝
高
官
協
議
の
場
で
提
起
し
て
あ
る
と
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
ら
が
受
け
入
れ
ら
れ
れ
ば
、
核
問
題
を
解
決
し
、
米
国
の
安
全
保
障
上
の
懸
念
を
解
消
す
る
用
意
が
あ
る
と
、
米
側
に
呼
び
か
け

第
四
章　
第
二
の
核
危
機
―
―「
強
硬
関
与
」
の
結
末
（
１
）　
重
油
提
供
の
中
断
　
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
不
可
侵
条
約
の
締
結
と
引
き
換
え
に
核
問
題
を
解
決
す
る
と
い
う
、「
ギ
ブ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク
」
方
式
の
北
朝
鮮
提
案
に
否
定
的
な
姿
勢
を
示
し
、
北
朝
鮮
側
の
直
接
交
渉
の
呼
び
か
け
に
一
切
答
え
な
か
っ
た
。
応
じ
れ
ば
、
北
朝
鮮
の
「
米
朝
枠
組
み
合
意
」
違
反
に
報
償
を
も
っ
て
対
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
理
由
か
ら
だ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
平
壌
に
対
す
る
「
敵
意
」
は
な
く
、「
北
朝
鮮
を
侵
略
、
攻
撃
す
る
意
図
も
な
い
」
こ
と
を
強
調
し
、「
わ
れ
わ
れ
は
平
和
解
決
を
求
め
る
。
現
時
点
で
は
外
交
ル
ー
ト
を
通
じ
て
の
対
応
が
最
も
よ
い
方
法
で
あ
る
」
と
の
公
式
姿
勢
を
と
っ

し
か
し
実
際
に
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
を
は
じ
め
政
府
高
官
ら
の
多
く
は
、
北
朝
鮮
を
追
い
込
む
た
め
の
好
機
到
来
と
認
識
し
て
お
り
、
朝
鮮
半
島
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
機
構
（
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
に
よ
る
軽
水
炉
建
設
支
援
を
含
め
て
こ
れ
ま
で
の
米
朝
合
意
を
根
本
か
ら
見
直
す
べ
き
だ
と
確
信
し
て
い

こ
の
た
め
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
北
朝
鮮
と
の
直
接
交
渉
を
拒
否
し
つ
つ
、
国
際
圧
力
を
強
め
て
北
朝
鮮
を
窮
地
に
追
い
込
む
「
強
硬
関
与
」
の
基
本
政
策
を
忠
実
に
実
行
し
た
。
そ
の
最
初
の
試
み
と
し
て
、
二
〇
〇
二
年
十
月
下
旬
に
メ
キ
シ
コ
で
開
か
れ
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
の
期
間
中
、
同
二
十
六
日
の
米
日
韓
（　
）
８２た
。
（　
）
８３た
。
（　
）
８４た
。
「
第
二
の
北
朝
鮮
核
危
機
」
と
米
外
交
（
菱
木
） 
五
九
（　
　
　
）
五
九
首
脳
会
談
で
三
国
協
調
を
確
認
し
、「
核
開
発
計
画
の
放
棄
」
を
北
朝
鮮
に
要
求
す
る
共
同
声
明
を
発
表
し

次
い
で
同
十
一
月
十
四
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
の
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
理
事
会
は
、
北
朝
鮮
に
濃
縮
ウ
ラ
ン
計
画
の
完
全
放
棄
を
要
求
し
、
継
続
し
て
き
た
重
油
提
供
を
十
二
月
か
ら
中
断
す
る
と
の
米
提
案
を
承
認
し

さ
ら
に
、
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の
緊
急
理
事
会
は
同
十
一
月
二
十
九
日
、
北
朝
鮮
の
濃
縮
ウ
ラ
ン
計
画
に
重
大
懸
念
を
表
明
し
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
査
察
の
受
け
入
れ
を
要
求
す
る
決
議
を
採
択
し

　
北
朝
鮮
側
は
、
米
側
の
強
硬
姿
勢
に
激
し
く
反
発
し
な
が
ら
も
、
水
面
下
で
の
働
き
か
け
を
含
め
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
へ
の
関
与
姿
勢
を
な
お
積
極
的
に
示
し
続
け
た
。
北
朝
鮮
濃
縮
ウ
ラ
ン
計
画
に
関
す
る
米
国
務
省
声
明
（
十
月
十
六
日
）
の
後
、
先
述
し
た
よ
う
に
ド
ナ
ル
ド
・
グ
レ
ッ
グ
と
ド
ン
・
オ
ー
バ
ー
ド
ー
フ
ァ
ー
は
、
北
朝
鮮
政
府
の
招
請
で
同
十
一
月
二
日
か
ら
四
日
間
、
個
人
の
資
格
で
平
壌
を
訪
問
し
た
。
帰
国
の
際
、
二
人
は
金
正
日
総
書
記
か
ら
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
宛
て
た
親
書
（w
ritten
personalm
essage
from
K
im
to
 
                 
           
  
  
   
B
ush
  
   
）
を
託
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
金
総
書
記
は
、「
米
国
が
わ
れ
わ
れ
の
主
権
を
認
め
、
侵
略
し
な
い
こ
と
を
保
証
す
る
な
ら
、
新
世
紀
の
要
請
に
従
い
核
問
題
解
決
の
方
法
を
必
ず
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
、「
米
国
が
大
胆
な
決
定
を
す
る
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
も
そ
れ
に
応
じ
る
だ
ろ
う
」
と
、
直
接
交
渉
に
よ
る
解
決
に
強
い
期
待
を
表
明
し

　
グ
レ
ッ
グ
と
オ
ー
バ
ー
ド
ー
フ
ァ
ー
は
同
親
書
を
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
と
国
務
省
の
高
官
に
届
け
、
金
総
書
記
の
交
渉
提
案
に
対
処
す
る
よ
う
助
言
し
た
。
し
か
し
当
時
、
対
イ
ラ
ク
戦
争
計
画
を
極
秘
裏
に
進
め
、
同
戦
争
に
備
え
て
国
民
世
論
工
作
を
進
め
て
い
た
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
金
正
日
総
書
記
の
交
渉
提
案
を
拒
絶
し
、
十
二
月
か
ら
の
重
油
提
供
中
断
を
実
施
に
移
し
た
の
で
あ

そ
の
結
果
、
北
朝
鮮
は
交
渉
解
決
を
断
念
し
数
週
間
後
に
は
ブ
ッ
シ
ュ
「
強
硬
関
与
」
政
策
に
対
抗
す
る
強
硬
措
置
の
発
動
へ
と
動
く
。
同
十
二
月
十
二
日
、
北
朝
鮮
外
務
省
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
声
明
を
発
表
し
、「
米
朝
枠
組
み
合
意
」
に
基
づ
く
重
油
提
供
を
前
提
に
実
施
し
て
い
た
「
核
凍
結
」
を
解
除
し
、「
電
力
生
産
に
必
要
な
核
施
設
の
稼
動
と
建
設
を
直
ち
に
再
開
す
る
」
と
言
明
し
た
。
同
声
明
は
ま
た
、
米
国
が
北
朝
鮮
を
「
悪
の
枢
軸
」
お
よ
び
核
先
制
攻
（　
）
８５た
。
（　
）
８６た
。
（　
）
８７た
。
（　
）
８８た
。
（　
）
８９る
。
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
九
巻　
一
号 
六
○
（　
　
　
）
六
○
撃
の
対
象
国
と
し
て
名
指
し
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
米
朝
枠
組
み
合
意
」
の
精
神
と
条
項
の
い
ず
れ
を
も
徹
底
的
に
踏
み
に
じ
っ
た
と
非
難
し
た
。
加
え
て
、
米
側
が
「
北
朝
鮮
側
か
ら
濃
縮
ウ
ラ
ン
計
画
の
存
在
を
認
め
た
」
と
発
表
し
た
こ
と
に
関
連
し
、「
去
る
十
月
初
め
、
米
大
統
領
の
特
使
が
訪
朝
し
た
後
で
、（
米
側
が
）
恣
意
的
に
用
い
た
表
現
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
あ
え
て
そ
れ
に
つ
い
て
論
ず
る
必
要
を
感
じ
て
い
な
い
」
と
の
見
解
を
示
し

　
続
い
て
同
十
二
月
十
九
日
に
寧
辺
の
実
験
用
原
子
炉
（
黒
鉛
減
速
炉
）
な
ど
「
米
朝
枠
組
み
合
意
」
で
凍
結
さ
れ
て
い
た
施
設
に
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
設
置
し
て
い
た
封
印
を
撤
去
す
る
と
発
表
、
二
十
四
日
ま
で
に
主
要
核
関
連
施
設
の
封
印
を
撤
去
し
、
監
視
カ
メ
ラ
を
使
用
不
能
の
状
態
に
し
、
実
験
用
原
子
炉
の
再
稼
動
準
備
に
入
っ
た
。
二
十
五
日
に
は
、
核
兵
器
に
転
用
可
能
な
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
抽
出
で
き
る
使
用
済
み
核
燃
料
棒
の
保
管
を
解
除
し
、
実
験
用
原
子
炉
の
建
屋
に
搬
入
し
た
。
さ
ら
に
二
十
七
日
に
は
、「
米
朝
枠
組
み
合
意
」
に
基
き
一
九
九
四
年
か
ら
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
寧
辺
に
派
遣
し
て
い
た
査
察
官
二
人
の
国
外
追
放
を
決
定
、
二
人
は
三
十
一
日
に
北
京
経
由
で
北
朝
鮮
を
離
れ

　
こ
れ
に
対
し
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
理
事
会
は
年
明
け
の
二
〇
〇
三
年
一
月
六
日
、
北
朝
鮮
に
核
開
発
の
即
時
放
棄
と
凍
結
解
除
し
た
核
施
設
の
原
状
回
復
、
お
よ
び
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
対
す
る
協
力
を
強
く
求
め
る
決
議
を
採
択
し
た
。
ま
た
エ
ル
バ
ラ
ダ
イ
事
務
局
長
は
、
北
朝
鮮
が
核
関
連
施
設
の
再
稼
動
を
続
け
れ
ば
「
国
連
安
保
理
へ
付
託
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
警
告
し

翌
七
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
米
日
韓
政
策
調
整
会
合
（
Ｔ
Ｃ
Ｏ
Ｇ
）
は
、
米
政
府
が
北
朝
鮮
と
核
兵
器
開
発
計
画
に
関
し
「
国
際
社
会
の
義
務
を
ど
う
果
た
す
か
に
つ
い
て
話
し
合
う
用
意
が
あ
る
」
と
呼
び
か
け
る
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。
し
か
し
米
政
府
当
局
者
は
、「
国
際
的
義
務
の
履
行
」
と
い
う
表
現
で
核
開
発
計
画
の
放
棄
を
北
朝
鮮
に
要
求
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
理
事
会
決
議
が
求
め
た
凍
結
解
除
核
施
設
の
現
状
回
復
に
つ
い
て
北
朝
鮮
に
「
報
償
は
与
え
な
い
」
と
言
明
、
あ
く
ま
で
も
核
放
棄
へ
の
見
返
り
措
置
を
拒
否
す
る
方
針
を
強
調
し
、
北
朝
鮮
を
屈
服
に
追
い
込
む
「
強
硬
関
与
」
路
線
を
追
求
し
続
け
る
姿
勢
を
確
認
し

（　
）
９０た
。
（　
）
９１た
。
（　
）
９２た
。
（　
）
９３た
。
「
第
二
の
北
朝
鮮
核
危
機
」
と
米
外
交
（
菱
木
） 
六
一
（　
　
　
）
六
一
（
２
）　
Ｎ
Ｐ
Ｔ
即
時
脱
退
　
北
朝
鮮
政
府
は
同
十
日
、
六
日
に
採
択
さ
れ
た
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
理
事
会
決
議
に
つ
い
て
声
明
を
発
表
、「
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
拡
散
防
止
条
約
）
が
…
…
米
国
の
対
（
北
）
朝
鮮
敵
視
政
策
の
道
具
と
し
て
悪
用
さ
れ
て
い
る
」
と
非
難
し
、「
こ
れ
以
上
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
加
盟
国
と
し
て
と
ど
ま
り
国
の
安
全
と
民
族
の
尊
厳
を
侵
害
さ
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
か
ら
の
即
時
脱
退
を
宣
言
し
た
。
声
明
は
、
米
国
が
「
敵
視
圧
殺
」
政
策
を
放
棄
し
核
の
威
嚇
を
中
止
す
る
な
ら
、
核
兵
器
を
製
造
し
な
い
こ
と
を
米
朝
間
の
別
途
の
検
証
を
通
じ
て
証
明
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
、
と
付
け
加
え
、
な
お
米
朝
直
接
交
渉
に
よ
る
解
決
に
期
待
を
表
明
し

同
声
明
と
関
連
し
て
白
南
淳
北
朝
鮮
外
相
は
同
じ
く
十
日
付
け
で
国
連
安
全
保
障
理
事
会
議
長
に
書
簡
を
送
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
即
時
脱
退
は
翌
日
の
一
月
十
一
日
か
ら
発
効
す
る
と
通
告
し
た
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
当
時
の
一
九
九
三
年
六
月
十
一
日
に
発
表
し
た
米
朝
共
同
声
明
に
基
づ
き
Ｎ
Ｐ
Ｔ
脱
退
を
「
臨
時
停
止
」
し
て
き
た
経
緯
を
指
摘
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
同
共
同
声
明
と
「
米
朝
枠
組
み
合
意
」
の
基
礎
を
破
壊
し
た
た
め
、「
臨
時
停
止
」
を
取
り
消
し
た
と
述
べ

　
対
イ
ラ
ク
開
戦
に
向
け
て
本
格
的
な
準
備
体
制
に
入
っ
て
い
た
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
こ
の
事
態
を
九
三
年
以
来
の
「
核
危
機
」
と
捉
え
る
こ
と
を
意
識
的
に
避
け
、
多
国
間
外
交
に
よ
る
平
和
解
決
を
繰
り
返
し
強
調
し
た
。
二
〇
〇
三
年
一
月
二
十
八
日
に
米
議
会
で
行
っ
た
一
般
教
書
演
説
で
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
「
北
朝
鮮
政
府
が
核
計
画
を
、
恐
怖
を
与
え
、
譲
歩
を
引
き
出
す
手
段
と
し
て
利
用
し
て
い
る
」
と
非
難
し
、
「
米
国
と
世
界
は
脅
し
を
受
け
付
け
な
い
」
と
言
明
し
た
う
え
で
、
米
国
は
「
韓
国
、
日
本
、
中
国
、
ロ
シ
ア
と
と
も
に
平
和
的
解
決
策
を
見
つ
け
、
北
朝
鮮
政
府
に
対
し
て
核
兵
器
が
孤
立
と
経
済
的
停
滞
、
長
引
く
窮
状
を
も
た
ら
す
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
教
え
る
た
め
に
協
力
し
て
い
る
」
と
強
調
し
た
。
同
演
説
に
よ
り
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
、
日
韓
両
同
盟
国
だ
け
で
な
く
核
大
国
で
あ
る
中
国
と
ロ
シ
ア
を
交
え
た
多
国
間
の
包
囲
体
制
を
構
築
し
、
北
朝
鮮
を
封
じ
込
め
、
孤
立
化
さ
せ
て
い
く
路
線
を
明
確
に
し
た
。
半
年
後
の
二
〇
〇
四
年
八
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
六
（　
）
９４た
。
（　
）
９５た
。
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
九
巻　
一
号 
六
二
（　
　
　
）
六
二
カ
国
協
議
に
対
す
る
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
期
待
は
、
こ
の
路
線
上
に
据
え
ら
れ
た
の
で
あ

　
「
強
硬
関
与
」
政
策
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
で
あ
る
ビ
ク
タ
ー
・
チ
ャ
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
演
説
に
一
カ
月
先
立
つ
二
〇
〇
二
年
十
二
月
二
十
九
日
付
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
へ
の
寄
稿
で
、
北
朝
鮮
と
の
直
接
交
渉
を
拒
否
す
る
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
立
場
を
支
持
し
た
。
さ
ら
に
、「
平
和
解
決
」
を
強
調
し
つ
つ
北
朝
鮮
に
対
す
る
「
孤
立
化
と
封
じ
込
め
」
を
推
進
す
る
路
線
を
正
当
化
し
、「
北
朝
鮮
が
悪
し
き
行
動
を
続
け
る
な
ら
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
シ
ナ
リ
オ
に
乗
る
こ
と
に
な
る
」
と
論
じ
て
い
る
。
ブ
ッ
シ
ュ
一
般
教
書
演
説
は
ま
さ
に
ビ
ク
タ
ー
・
チ
ャ
が
想
定
し
た
路
線
を
裏
書
す
る
も
の
と
な
っ

　
「
封
じ
込
め
」
に
関
し
て
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
演
説
の
直
後
、
北
朝
鮮
有
事
を
想
定
し
た
米
軍
の
示
威
行
動
が
展
開
さ
れ
、
北
朝
鮮
側
を
緊
張
さ
せ
た
。
ウ
ォ
ル
フ
ォ
ウ
ィ
ッ
ツ
国
防
副
長
官
は
二
〇
〇
三
年
二
月
六
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
主
催
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
グ
ア
ム
米
軍
基
地
に
Ｂ　
爆
撃
機
二
十
四
機
と
Ｂ
１
爆
撃
機
一
機
を
配
備
し
、
警
戒
態
勢
を
と
ら
せ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
国
務
長
官
の
５２
意
図
は
「
北
朝
鮮
が
軍
事
的
な
冒
険
的
行
動
を
と
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
『
抑
止
態
勢
』
を
強
化
す
る
こ
と
に
あ
る
」
と
述
べ
た
。
同
副
長
官
は
ま
た
、
一
般
教
書
演
説
で
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
主
張
し
た
多
国
間
外
交
に
よ
る
解
決
を
基
本
路
線
と
し
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、「（
北
朝
鮮
の
）
悪
し
き
行
動
に
は
見
返
り
を
与
え
な
い
。
脅
し
が
報
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
し
て
、
北
朝
鮮
が
要
求
す
る
米
朝
直
接
交
渉
を
拒
否
し
続
け
る
姿
勢
を
示
し

こ
の
時
点
で
、
日
韓
の
同
盟
国
と
中
国
、
ロ
シ
ア
を
含
め
た
東
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
を
糾
合
し
て
北
朝
鮮
に
対
す
る
外
交
包
囲
網
を
形
成
し
、
軍
事
的
圧
力
を
強
化
し
て
核
放
棄
を
迫
ろ
う
と
す
る
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
方
向
が
明
確
に
な
っ
た
。
　
一
方
北
朝
鮮
は
、
米
側
が
推
進
す
る
「
多
国
間
枠
組
み
」
の
協
議
方
式
に
強
く
反
対
し
、
繰
り
返
し
米
朝
直
接
交
渉
に
よ
る
問
題
解
決
を
主
張
し
続
け
た
。
し
か
し
、
イ
ラ
ク
戦
争
で
フ
セ
イ
ン
政
権
の
崩
壊
が
決
定
的
に
な
っ
た
二
〇
〇
三
年
四
月
十
二
日
、「
米
国
に
核
問
題
解
決
の
た
め
北
朝
鮮
に
対
す
る
政
策
を
大
胆
に
変
え
る
用
意
が
あ
る
な
ら
、
対
話
の
形
式
に
さ
し
て
こ
だ
わ
ら
な
い
」
と
初
め
て
多
国
間
協
議
受
け
入
（　
）
９６る
。
（　
）
９７た
。
（　
）
９８た
。
「
第
二
の
北
朝
鮮
核
危
機
」
と
米
外
交
（
菱
木
） 
六
三
（　
　
　
）
六
三
れ
の
意
向
を
表
明
し

こ
の
結
果
、
同
四
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
日
程
で
北
京
に
お
い
て
米
国
、
北
朝
鮮
、
中
国
の
三
カ
国
協
議
が
開
催
さ
れ
た
。
開
催
に
先
立
ち
、
北
朝
鮮
側
は
イ
ラ
ク
戦
争
の
教
訓
と
し
て
、「
国
の
安
全
と
民
族
の
自
主
権
を
守
る
た
め
に
は
、
強
力
な
物
理
的
抑
止
力
」
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
は
、
米
国
の
圧
倒
的
な
軍
事
圧
力
に
対
抗
す
る
た
め
の
「
核
抑
止
力
」
保
持
の
意
思
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ

　
三
カ
国
協
議
が
始
ま
る
と
、
北
朝
鮮
の
李
根
代
表
は
、「
抑
止
力
を
備
え
た
」
と
い
う
表
現
で
同
国
が
核
兵
器
を
保
有
し
た
こ
と
を
事
実
上
、
確
認
し
、
そ
の
証
拠
を
「
物
理
的
に
明
示
」
す
る
用
意
が
あ
る
と
表
明
し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
二
年
十
二
月
に
凍
結
解
除
し
た
使
用
済
み
燃
料
棒
約
八
千
本
の
再
処
理
を
ほ
ぼ
完
了
し
た
と
述
べ
、
そ
の
過
程
で
核
兵
器
用
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
産
出
し
た
こ
と
を
示
唆
し

北
朝
鮮
側
に
よ
る
「
核
保
有
」
表
明
は
、
米
朝
中
三
カ
国
協
議
終
了
の
四
月
二
十
五
日
に
米
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
に
よ
っ
て
ま
ず
伝
え
ら
れ
た
が
、
同
三
十
日
に
北
朝
鮮
外
務
省
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
声
明
は
、
そ
の
事
実
を
確
認
し

（
３
）　
六
カ
国
協
議
―
新
た
な
攻
防
　
米
朝
中
三
カ
国
協
議
で
北
朝
鮮
代
表
団
は
、
米
朝
双
方
の
懸
念
を
同
時
に
解
消
で
き
る
と
主
張
す
る
「
寛
大
な
提
案
」
を
行
っ

し
か
し
協
議
は
成
果
な
く
終
わ
っ
た
。
北
朝
鮮
側
は
「
寛
大
な
提
案
」
の
内
容
に
つ
い
て
公
表
せ
ず
、
米
側
も
パ
ウ
エ
ル
米
国
務
長
官
が
、「
核
計
画
と
の
取
引
で
相
当
の
見
返
り
措
置
を
期
待
し
た
提
案
」
と
記
者
団
に
説
明
し
た
ほ
か
は
詳
細
な
言
及
を
避
け

し
か
し
米
当
局
筋
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
同
提
案
は
段
階
的
な
同
時
行
動
に
よ
る
包
括
的
解
決
方
式
を
採
り
、
北
朝
鮮
は
、
重
油
提
供
、
食
糧
支
援
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
援
、
経
済
上
の
恩
恵
措
置
、
お
よ
び
軽
水
炉
建
設
支
援
継
続
な
ど
を
要
求
、
自
ら
の
核
兵
器
計
画
放
棄
は
段
階
的
プ
ロ
セ
ス
の
最
後
の
部
分
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。
核
兵
器
計
画
の
放
棄
を
米
朝
交
渉
実
施
の
前
提
条
件
に
据
え
る
「
強
硬
関
与
」
路
線
（　
）
９９た
。
（　
）
１００た
。
（　
）
１０１た
。
（　
）
１０２た
。
（　
）
１０３た
。
（　
）
１０４た
。
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
九
巻　
一
号 
六
四
（　
　
　
）
六
四
の
下
で
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
当
局
者
ら
は
強
硬
派
も
穏
健
派
も
こ
の
よ
う
な
北
朝
鮮
提
案
を
拒
否
す
る
点
で
一
致
し
て
い

　
米
当
局
者
ら
は
、
北
朝
鮮
側
が
協
議
の
場
で
核
兵
器
保
有
と
核
兵
器
用
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
生
産
開
始
を
認
め
た
こ
と
に
怒
り
と
失
望
を
覚
え
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
「
古
び
た
威
嚇
ゲ
ー
ム
に
戻
っ
た
」
と
北
朝
鮮
を
強
く
非
難
し

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、「
寛
大
な
提
案
」
の
非
現
実
性
を
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
北
朝
鮮
交
渉
の
無
益
性
を
証
明
す
る
こ
と
に
価
値
を
見
出
し
て
い
た
の
で
あ

　
こ
う
し
た
状
況
下
に
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、「
強
硬
関
与
」
路
線
に
お
け
る
「
孤
立
化
」
と
「
封
じ
込
め
」
強
化
の
複
線
方
式
を
よ
り
鮮
明
に
打
ち
出
す
。
二
〇
〇
三
年
五
月
七
日
に
開
か
れ
た
政
権
内
の
外
交
政
策
高
官
会
議
で
は
第
一
に
、
米
朝
中
三
カ
国
協
議
を
日
韓
も
含
め
た
五
カ
国
協
議
に
拡
大
し
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
包
囲
外
交
を
展
開
す
る
方
向
が
検
討
さ
れ
た
。
第
二
に
、
違
法
の
麻
薬
取
引
や
外
国
貨
幣
偽
造
お
よ
び
ミ
サ
イ
ル
輸
出
な
ど
北
朝
鮮
の
国
家
犯
罪
を
追
及
し
阻
止
す
る
政
策
が
討
議
さ
れ

　
高
官
会
議
を
目
前
に
控
え
た
同
五
月
初
旬
、
米
情
報
機
関
は
北
朝
鮮
が
実
際
に
、
実
験
用
原
子
炉
の
核
燃
料
棒
八
千
本
の
再
処
理
を
始
め
た
兆
候
を
は
っ
き
り
検
知
し
た
。
北
朝
鮮
は
、
四
月
の
米
朝
中
協
議
の
場
で
、
同
再
処
理
が
最
終
段
階
ま
で
進
ん
で
い
る
と
通
告
し
て
い
た
が
、
米
情
報
機
関
が
自
ら
確
認
し
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
再
処
理
過
程
の
状
況
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
北
朝
鮮
が
早
け
れ
ば
数
ヶ
月
内
に
核
爆
弾
二
、
三
個
分
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
産
出
す
る
恐
れ
が
強
ま
っ
た
。
緊
張
が
高
ま
る
な
か
、
外
交
政
策
高
官
会
議
で
は
、
多
国
間
協
議
に
よ
る
平
和
解
決
に
力
点
を
置
く
国
務
省
に
対
し
、
北
朝
鮮
の
違
法
行
為
摘
発
を
圧
力
手
段
に
組
み
込
む
こ
と
に
積
極
的
な
国
防
総
省
な
ど
の
強
硬
勢
力
が
発
言
力
を
増
し

　
そ
の
結
果
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
同
五
月
三
十
一
日
、
訪
問
先
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ク
ラ
ク
フ
で
の
演
説
で
、「
拡
散
防
止
構
想
」（
Ｐ
Ｓ
Ｉ
）
を
提
唱
す
る
。
北
朝
鮮
な
ど
に
よ
る
第
三
国
へ
の
大
量
破
壊
兵
器
、
ミ
サ
イ
ル
お
よ
び
そ
れ
ら
の
関
連
物
資
の
拡
散
を
阻
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
Ｐ
Ｓ
Ｉ
参
加
国
が
協
力
し
て
「
不
審
な
積
荷
を
輸
送
し
て
い
る
航
空
機
や
船
舶
を
探
知
し
、
積
荷
を
押
収
す
る
た
め
の
新
た
な
取
り
決
（　
）
１０５た
。
（　
）
１０６た
。
（　
）
１０７る
。
（　
）
１０８た
。
（　
）
１０９た
。
「
第
二
の
北
朝
鮮
核
危
機
」
と
米
外
交
（
菱
木
） 
六
五
（　
　
　
）
六
五
め
」
の
構
築
が
宣
言
さ
れ

 
一
方
で
こ
の
間
、
多
国
間
協
議
構
築
の
工
作
が
中
国
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
進
め
ら
れ
た
。
ま
ず
王
毅
外
務
次
官
が
ワ
シ
ン
ト
ン
を
訪
問
し
て
パ
ウ
エ
ル
国
防
長
官
ら
と
協
議
（
同
六
月
三
十
日
ー
七
月
四
日
）
し
た
。
次
い
で
戴
秉
国
外
務
次
官
が
ロ
シ
ア
を
訪
問
（
同
七
月
二
日
ー
四
日
）
し
た
後
、
同
七
月
十
二
日
ー
十
五
日
に
平
壌
入
り
し
て
金
正
日
総
書
記
と
会
談
し
、
胡
錦
濤
国
家
主
席
の
親
書
を
手
渡
し
た
。
中
国
政
府
は
戴
訪
朝
を
「
有
益
だ
っ
た
」
と
評
価
し
た
。
戴
次
官
は
折
り
返
し
で
訪
米
し
、
同
七
月
十
八
日
に
パ
ウ
エ
ル
長
官
と
会
談
し
た
結
果
、
核
問
題
を
め
ぐ
る
多
国
間
協
議
の
開
催
で
合
意
が
で
き

こ
れ
を
受
け
、
北
朝
鮮
政
府
は
同
七
月
三
十
一
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
米
朝
当
局
者
の
接
触
で
、
米
中
日
ロ
お
よ
び
韓
国
、
北
朝
鮮
に
よ
る
「
六
カ
国
協
議
を
開
催
し
、
そ
の
場
で
朝
米
双
務
会
談
を
行
う
」
と
の
新
提
案
を
打
ち
出
し

多
国
間
協
議
に
否
定
的
な
姿
勢
を
と
り
続
け
て
き
た
北
朝
鮮
は
中
国
の
働
き
か
け
を
受
け
、
米
朝
直
接
交
渉
の
可
能
性
を
含
ま
せ
た
形
で
自
ら
六
カ
国
協
議
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
　
六
カ
国
協
議
が
開
催
さ
れ
る
と
北
朝
鮮
は
、
同
国
を
孤
立
化
さ
せ
核
計
画
の
無
条
件
放
棄
を
迫
ろ
う
と
す
る
米
国
の
「
真
意
」
を
露
出
さ
せ
、
逆
に
米
政
策
の
政
策
転
換
を
要
求
す
る
戦
術
を
と
っ
た
。
北
京
で
開
か
れ
た
第
一
回
協
議
初
日
の
同
八
月
二
十
七
日
、
朝
鮮
労
働
党
機
関
紙
、
『
労
働
新
聞
』
は
、
今
回
の
協
議
で
「
米
国
の
対
（
北
）
朝
鮮
敵
視
政
策
の
撤
回
意
志
」
が
検
証
さ
れ
る
と
述
べ
、
そ
の
点
に
対
す
る
注
意
喚
起
を
行
っ

三
日
間
に
わ
た
っ
た
同
協
議
は
結
局
、
米
朝
の
対
立
か
ら
共
同
文
書
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
王
毅
中
国
外
務
次
官
が
最
終
日
の
同
八
月
二
十
九
日
、
六
カ
国
協
議
プ
ロ
セ
ス
の
継
続
な
ど
を
う
た
っ
た
「
議
長
総
括
」
を
発
表
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
っ
た
。
　
し
か
し
北
朝
鮮
は
、
協
議
初
日
に
各
国
首
席
代
表
が
行
っ
た
基
調
発
言
の
内
容
を
朝
鮮
中
央
通
信
報
道
に
よ
り
詳
細
に
伝
え
、
そ
の
中
で
、
ケ
リ
ー
米
首
席
代
表
が

北
朝
鮮
の
核
計
画
の
不
可
逆
的
な
除
去
と
そ
の
た
め
の
可
視
的
な
検
証
の
要
求

北
朝
鮮
の
核
計
画
放
棄
後
に
関
係
正
常
化
を
目
標
と
す
る
ミ
サ
イ
ル
、
通
常
兵
器
、
偽
造
貨
幣
、
麻
薬
取
引
、
テ
ロ
、
人
権
、
拉
致
な
ど
の
問
題
に
対
す
る
直
接
交
渉
の
可
能
性
（　
）
１１０た
。
（　
）
１１１た
。
（　
）
１１２た
。
（　
）
１１３た
。
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
九
巻　
一
号 
六
六
（　
　
　
）
六
六
指
摘

米
朝
不
可
侵
条
約
の
不
必
要
性
指
摘
―
を
行
っ
た
と
明
ら
か
に
し

次
に
、
北
朝
鮮
の
金
永
日
首
席
代
表
の
基
調
発
言
を
紹
介
し
、
そ
の
な
か
で
、
四
月
の
米
朝
中
協
議
で
示
し
た
「
寛
大
な
提
案
」
の
内
容
を
初
め
て
公
表
し
た
。
同
提
案
は
、
米
朝
間
で
一
括
し
て
合
意
し
た
核
問
題
解
決
の
措
置
を
「
同
時
行
動
で
か
み
合
わ
せ
て
履
行
」
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
。
米
国
が
取
る
べ
き
行
動
と
し
て

不
可
侵
条
約
の
締
結

外
交
関
係
の
樹
立

日
朝
、
南
北
経
済
協
力
実
現
の
保
証

軽
水
炉
建
設
支
援
の
遅
延
に
よ
る
電
力
の
損
失
保
証
と
軽
水
炉
の
完
工
―
が
挙
げ
ら
れ
た
。
北
朝
鮮
は
そ
の
代
わ
り

核
兵
器
を
製
造
せ
ず
査
察
を
許
容

核
施
設
を
究
極
的
に
解
体

ミ
サ
イ
ル
試
験
発
射
を
保
留
し
輸
出
を
中
止
ー
す
る
と
し
て
い

　
同
時
行
動
の
順
序
と
し
て
は

米
国
が
重
油
提
供
を
再
開
し
人
道
的
食
糧
支
援
を
大
幅
に
拡
大
す
る
と
同
時
に
北
朝
鮮
は
核
計
画
放
棄
を
宣
布
す
る

米
国
が
不
可
侵
条
約
を
締
結
し
電
力
の
損
失
を
補
償
す
る
時
点
で
、
北
朝
鮮
は
核
施
設
と
核
物
質
の
凍
結
お
よ
び
監
視
査
察
を
許
容
す
る

米
朝
、
日
朝
外
交
関
係
の
樹
立
と
同
時
に
北
朝
鮮
は
ミ
サ
イ
ル
問
題
を
妥
結
さ
せ
る

支
援
軽
水
炉
が
完
工
す
る
時
点
で
、
北
朝
鮮
は
既
存
の
核
施
設
を
解
体
す
る
―
と
表
明
し
て
い

　
北
朝
鮮
外
務
省
は
同
八
月
三
十
日
、
六
カ
国
協
議
お
よ
び
同
協
議
の
期
間
に
行
わ
れ
た
米
朝
接
触
で
、
米
側
が
一
括
解
決
・
同
時
行
動
方
式
の
北
朝
鮮
提
案
を
全
面
否
定
し
た
と
非
難
し
、
こ
の
よ
う
な
協
議
に
「
こ
れ
以
上
興
味
や
期
待
を
も
て
な
く
な
っ
た
」
と
述
べ
た
う
え
で
、
こ
の
事
態
は
「
自
衛
措
置
と
し
て
核
抑
止
力
を
引
き
続
き
強
化
し
て
い
く
以
外
に
他
の
選
択
の
余
地
が
な
い
」
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
の
見
解
を
明
ら
か
に
し

　
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
第
一
期
が
終
了
す
る
二
〇
〇
五
年
一
月
ま
で
に
、
六
カ
国
協
議
は
三
回
開
か
れ
た
。
六
カ
国
協
議
の
外
交
過
程
に
関
す
る
詳
細
な
分
析
は
別
稿
で
の
論
考
を
試
み
た
い
。
本
稿
で
は
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
第
一
期
内
の
第
二
回
、
第
三
回
協
議
に
お
け
る
「
強
硬
関
与
」
政
策
の
展
開
に
つ
い
て
触
れ
る
に
と
ど
め
る
。
第
一
回
協
議
で
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
米
朝
の
基
本
的
な
対
立
は
、
第
二
回
協
議
（
二
〇
〇
四
年
二
月
（　
）
１１４た
。
（　
）
１１５る
。
（　
）
１１６る
。
（　
）
１１７た
。
「
第
二
の
北
朝
鮮
核
危
機
」
と
米
外
交
（
菱
木
） 
六
七
（　
　
　
）
六
七
二
十
五
日
―
二
十
八
日
）、
第
三
回
協
議
（
同
年
六
月
二
十
三
日
－
二
十
六
日
）
に
至
っ
て
も
解
け
ず
、
か
え
っ
て
深
刻
化
し
た
。
す
な
わ
ち
、
北
朝
鮮
側
の
「
一
括
解
決
・
同
時
行
動
方
式
」
原
則
に
米
側
が
「
北
朝
鮮
の
核
放
棄
先
決
」
原
則
を
対
置
さ
せ
て
と
も
に
譲
ら
ず
、
双
方
が
用
意
し
た
提
案
は
初
め
か
ら
実
効
性
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。
　
ま
た
第
一
回
協
議
以
降
、
米
国
は
Ｈ
Ｅ
Ｕ
計
画
を
含
め
た
「
検
証
可
能
で
後
戻
り
し
な
い
完
全
核
放
棄
」（
Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｄ=
com
plete,irreversi-
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program
s
             
 
）
を
「
核
放
棄
先
決
政
策
」
原
則
の
前
面
に
掲
げ
、
六
カ
国
協
議
の
場
で
北
朝
鮮
を
追
い
込
む
路
線
を
よ
り
鮮
明
に
し
た
。
米
側
首
席
代
表
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ケ
リ
ー
国
務
次
官
補
は
、
第
二
回
協
議
か
ら
の
帰
任
直
後
、
二
〇
〇
四
年
三
月
二
日
に
上
院
外
交
委
員
会
で
証
言
し
、
Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
は
「
北
朝
鮮
を
除
く
す
べ
て
の
協
議
参
加
国
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
」
と
自
讃
し
て
い

こ
れ
に
対
し
て
北
朝
鮮
側
は
、
第
三
回
協
議
を
前
に
し
た
六
月
十
五
日
、
外
務
省
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
声
明
で
、「
米
国
が
今
回
も
Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
に
固
執
す
れ
ば
、
協
議
で
は
い
か
な
る
結
果
も
期
待
で
き
な
く
な
る
だ
ろ
う
」
と
警
告
を
発
し

　
第
三
回
協
議
で
米
側
は
北
朝
鮮
側
の
激
し
い
抗
議
に
考
慮
し
て
Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
の
表
現
使
用
を
控
え
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
北
朝
鮮
側
は
米
側
が
Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
原
則
を
変
え
て
い
な
い
と
主
張
し
、「
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
追
求
し
た
六
カ
国
協
議
は
初
め
か
ら
問
題
解
決
の
場
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
を
被
告
席
に
座
ら
せ
て
集
団
的
圧
力
で
屈
服
さ
せ
、
終
局
的
に
は
イ
ラ
ク
の
よ
う
に
軍
事
的
に
侵
攻
す
る
た
め
の
口
実
を
設
け
る
煙
幕
に
す
ぎ
な
か
っ
た
」
と
の
政
府
見
解
を
明
ら
か
に
し

こ
の
政
府
見
解
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
第
一
期
の
対
北
朝
鮮
政
策
に
対
す
る
総
括
的
評
価
で
あ
り
、
ビ
ク
タ
ー
・
チ
ャ
論
文
で
明
示
さ
れ
た
「
強
硬
関
与
」
政
策
の
本
質
を
正
確
に
把
握
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
お
わ
り
に
　
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
第
一
期
に
お
け
る
対
北
朝
鮮
政
策
は
、「
Ａ
Ｂ
Ｃ
」（A
nything
B
ut
C
linton
 
         
    
      
）
政
策
と
も
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
ク
リ
ン
ト
ン
（　
）
１１８る
。
（　
）
１１９た
。
（　
）
１２０た
。
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
九
巻　
一
号 
六
八
（　
　
　
）
六
八
前
政
権
の
融
和
的
関
与
政
策
を
全
面
的
に
否
定
す
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し

そ
れ
は
、
二
期
に
わ
た
る
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
と
対
抗
し
て
き
た
共
和
党
の
持
続
的
路
線
で
も
あ
っ
た
が
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
お
よ
び
政
権
首
脳
部
の
根
強
い
対
北
朝
鮮
不
信
感
と
九
・
一
一
テ
ロ
事
件
以
降
の
「
単
独
行
動
主
義
」
へ
の
指
向
に
よ
っ
て
顕
著
に
強
化
さ
れ
た
。
し
か
し
、
対
イ
ラ
ク
開
戦
を
既
定
路
線
と
し
た
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
北
朝
鮮
に
対
し
て
は
戦
争
を
回
避
す
る
方
針
を
立
て
、
金
正
日
体
制
を
孤
立
化
さ
せ
封
じ
込
め
、
究
極
的
な
体
制
転
換
を
期
す
政
策
を
採
用
し
た
。
　
ビ
ク
タ
ー
・
チ
ャ
に
よ
れ
ば
、「
強
硬
関
与
」
政
策
の
目
的
は
、
北
朝
鮮
が
米
国
の
関
与
提
案
に
最
後
ま
で
応
じ
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
関
与
姿
勢
を
続
け
る
こ
と
、
と
規
定
さ
れ
る
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
第
一
期
に
お
け
る
対
北
朝
鮮
政
策
が
、
関
与
の
失
敗
を
初
め
か
ら
計
算
に
入
れ
た
「
強
硬
関
与
」
理
論
を
現
実
に
裏
打
ち
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
っ
た
こ
と
は
、
本
稿
で
検
証
し
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
　
注
目
す
べ
き
は
、
米
側
の
「
強
硬
関
与
」
政
策
の
展
開
を
抑
止
す
る
た
め
に
北
朝
鮮
側
も
自
ら
の
対
米
「
強
硬
関
与
」
政
策
を
対
置
さ
せ
て
き
た
点
で
あ
る
。「
第
二
の
核
危
機
」
に
か
か
わ
る
北
朝
鮮
側
の
た
び
た
び
の
公
式
声
明
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
金
正
日
政
権
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
米
朝
直
接
交
渉
に
よ
っ
て
核
・
ミ
サ
イ
ル
問
題
の
解
決
を
図
る
意
思
を
持
た
な
い
こ
と
を
冷
徹
に
認
識
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
直
接
交
渉
を
強
く
促
す
対
米
関
与
の
姿
勢
を
持
続
し
て
き
た
。
そ
の
一
方
、
米
国
が
Ｈ
Ｅ
Ｕ
計
画
疑
惑
を
根
拠
に
重
油
提
供
を
中
断
す
る
と
、
北
朝
鮮
は
核
拡
散
防
止
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
か
ら
の
即
時
脱
退
を
断
行
し
、
米
側
の
懲
罰
的
威
圧
行
動
に
は
同
じ
く
対
抗
的
威
圧
行
動
を
と
っ
た
。
そ
し
て
つ
い
に
は
「
核
保
有
」
の
表
明
を
行
い
、
米
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
「
強
硬
関
与
」
政
策
の
阻
止
を
め
ざ
す
核
対
決
の
体
制
を
構
築
し
た
。
の
み
な
ら
ず
、
六
カ
国
協
議
の
場
で
は
、
中
国
、
ロ
シ
ア
に
加
え
て
韓
国
か
ら
の
理
解
を
と
り
つ
け
、
逆
に
米
国
の
孤
立
化
を
策
す
外
交
を
指
向
し
た
。
　
こ
の
よ
う
な
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
第
一
期
に
お
け
る
米
朝
関
係
の
経
緯
か
ら
み
る
な
ら
、
第
二
期
以
降
は
、
双
方
の
「
強
硬
関
与
」
政
策
の
相
互
作
用
が
核
・
ミ
サ
イ
ル
問
題
の
平
和
解
決
を
い
っ
そ
う
遅
ら
せ
、「
最
終
段
階
」
に
向
か
っ
て
よ
り
深
刻
な
危
機
状
況
を
も
た
ら
し
て
い
く
可
（　
）
１２１た
。
「
第
二
の
北
朝
鮮
核
危
機
」
と
米
外
交
（
菱
木
） 
六
九
（　
　
　
）
六
九
能
性
を
否
定
し
得
な
い
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
想
定
す
る
「
強
硬
関
与
」
政
策
の
成
功
は
担
保
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
失
敗
に
帰
す
危
険
性
が
増
し
て
い
る
。
　
共
和
党
に
お
け
る
外
交
問
題
の
重
鎮
で
あ
る
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
元
国
防
長
官
は
二
〇
〇
六
年
五
月
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
へ
の
寄
稿
で
、
北
朝
鮮
や
イ
ラ
ン
の
核
開
発
問
題
に
関
し
、
多
国
間
協
議
に
よ
る
解
決
を
め
ざ
す
一
方
で
「
体
制
転
換
」
に
期
待
す
る
ブ
ッ
シ
ュ
政
策
に
憂
慮
を
表
明
し
た
。
そ
し
て
、
か
か
る
交
渉
に
お
い
て
「
核
兵
器
能
力
の
放
棄
と
引
き
換
え
に
（
対
象
国
に
対
し
）
安
全
を
保
証
す
る
措
置
と
経
済
的
恩
恵
措
置
を
与
え
る
取
引
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
指
摘
し
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
体
制
内
部
か
ら
の
き
わ
め
て
示
唆
に
富
む
「
強
硬
関
与
」
政
策
へ
の
批
判
的
提
言
と
し
て
注
目
さ
れ

今
後
、「
ギ
ブ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク
」
方
式
の
外
交
取
引
を
含
め
た
融
和
的
関
与
政
策
へ
の
回
帰
を
果
た
せ
る
か
ど
う
か
に
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
あ
る
い
は
後
継
政
権
の
対
北
朝
鮮
政
策
の
成
否
が
か
か
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
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